
121

は
じ
め
に

─
人
類
何
千
年
の
夢

　

孤
独
な
二
十
三
歳
の
実
緒
は
、
少
し
ば
か
り
の
ラ
イ
タ
ー
の
仕
事
と
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
活
費
を
得
な
が
ら
、
東
京
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
る
。
高
校
三
年
生
の
時
に
新
人
賞
を
受
賞
し
て
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
た
も
の
の
、
程
な
く
し
て
小
説
が
書
け
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

あ
る
時
、
一
人
の
若
い
男
が
、
購
入
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
大
型
書
店
の
書
棚
に
置
か
れ
て
い
た
自
分
の
デ
ビ
ュ
ー
作
を
手
に
し
た
の
を

目
撃
す
る
。
そ
し
て
、
尾
行
す
る
な
ど
し
て
、
男
が
某
マ
ン
シ
ョ
ン
の
２
０
４
号
室
で
一
人
暮
ら
す
大
学
三
年
生
の
春
臣
で
あ
る
こ
と
を
つ

き
と
め
る
。
そ
れ
以
降
、
実
緒
は
、
掌
編
の
小
説
を
書
い
て
は
２
０
４
号
室
の
ポ
ス
ト
に
入
れ
続
け
る
と
と
も
に
、
透
明
人
間
に
な
っ
て

２
０
４
号
室
を
訪
れ
る
と
い
う
妄
想
に
耽
る
よ
う
に
な
る
。
時
に
は
、
同
室
で
眠
っ
て
い
る
春
臣
の
唇
に
自
ら
の
唇
を
重
ね
た
り
、
時
に
は
、

同
室
で
春
臣
が
同
じ
大
学
に
通
う
恋
人
の
い
づ
み
と
性
交
す
る
の
を
眺
め
た
り
も
し
た
。
あ
る
い
は
、
透
明
人
間
に
服
は
無
用
と
、
自
室
で

は
夏
、
全
裸
で
過
ご
し
た
り
も
し
て
い
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
思
わ
ぬ
機
会
あ
っ
て
現
実
の
世
界
で
い
づ
み
そ
し
て
春
臣
と
会
っ
て
、

三
人
で
海
に
出
か
け
る
な
ど
し
た
。
し
か
し
、
春
臣
が
自
分
を
気
味
悪
が
っ
て
い
る
こ
と
や
、
い
づ
み
が
半
ば
は
出
版
業
界
の
人
を
紹
介
し

不
可
逆
性
透
明
人
間
あ
ら
わ
る
！
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て
ほ
し
く
て
自
分
に
近
付
い
た
こ
と
を
、
偶
然
知
る
。
そ
ん
な
折
、
ポ
ス
ト
に
掌
編
を
投
げ
込
ん
で
い
た
の
が
実
緒
だ
と
知
っ
た
春
臣
が
、

実
緒
の
部
屋
に
や
っ
て
来
て
、
掌
編
を
書
い
た
紙
束
を
投
げ
つ
け
て
去
っ
て
行
く
。
こ
う
し
た
経
験
を
経
て
、
編
集
者
か
ら
の
電
話
に
実
緒

は
、「
自
分
は
透
明
人
間
だ
と
思
い
込
む
人
の
話
」
を
書
き
た
い
、
と
告
げ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

─
平
成
二
十
五
年
に
第
三
十
七
回
す
ば
る
文
学
賞
を
受
賞
し
た
奥
田
亜
希
子
の
受
賞
後
第
一
作
、『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を

見
る
』
の
梗
概
で
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
五
月
十
日
に
集
英
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
全
一
八
三
頁
の
書
き
下
ろ
し
作
品
で
あ
る
。

　

こ
の
奥
田
の
作
品
以
外
に
も
、
島
田
雅
彦
『
透
明
人
間
の
夢
』（『
群
像
』
68
─
2
、
平
25
）
の
ほ
か
、
島
田
荘
司
の
推
理
小
説
『
透
明
人

間
の
納
屋
』（
講
談
社
、
平
15
）
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
も
さ
れ
た
大
山
淳
子
『
猫
弁
と
透
明
人
間
』（
講
談
社
、
平
24
）
が
あ
る
。
ま
た
、
楠

木
誠
一
郎
著
・
来
世
世
乃
絵
の
『
透
明
人
間
あ
ら
わ
る
！ 

帝
都
〈
少
年
少
女
〉
探
偵
団
ノ
ー
ト
』（
ポ
プ
ラ
カ
ラ
フ
ル
文
庫
、
平
22
）
や
西
尾
ふ

み
子
著
・
朝
岡
千
恵
三
絵
の
創
作
童
話
『
透
明
人
間
に
な
る
ぞ
！
』（
銀
の
鈴
社
、
平
26
）
は
、
児
童
向
け
の
も
の
。
あ
る
い
は
、
紙
芝
居

に
も
宇
野
克
彦
作
・
西
村
郁
雄
画
『
と
う
め
い
人
間
に
な
っ
た
ド
ロ
ボ
ー
』（
教
育
画
劇
、
平
3
）
が
あ
り
、
演
劇
の
『
透
明
人
間
』（
平
2

劇
団
唐
組
初
演
）
は
唐
十
郎
作
、
同
『
透
明
人
間
の
蒸
気
』（
平
3
夢
の
遊
眠
社
初
演
）
は
野
田
秀
樹
作
。
漫
画
に
は
、
安
藤
ゆ
き
の
『
透

明
人
間
の
恋
』（
集
英
社
、
平
25
）
や
克
・
亜
樹
『
透
明
人
間
⇅
協
定
』（
小
学
館
、
平
24
）
が
あ
り
、『
ち
い
さ
な
英
雄
─
カ
ニ
と
タ
マ
ゴ

と
透
明
人
間
─
』（
平
30
）
は
ス
タ
ジ
オ
ポ
ノ
ッ
ク
制
作
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
。
映
画
に
は
『
透
明
変
態
人
間
』（
㈱
高
澤
、
平
25
）
な

ど
も
あ
る
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
は
、『
透
明
人
間
』（
平
8
日
本
テ
レ
ビ
系
）
や
『
透
明
少
女
エ
ア
』（
平
10
テ
レ
ビ
朝
日
系
）
が
知
ら
れ
、

楽
曲
に
も
コ
ブ
ク
ロ
『
Ｉ
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
Ｅ　

Ｍ
Ａ
Ｎ
』（
作
詞
・
作
曲
：
小
渕
健
太
郎
、
平
15
）
な
ど
が
あ
る
。
ム
ッ
ト
ー
ニ
（
武
藤

政
彦
）
の
『
透
明
人
間
の
帰
還
』（
平
10
、『
ム
ッ
ト
ー
ニ
・
カ
フ
ェ
』〈
工
作
舎
、
平
12
〉
に
写
真
掲
載
）
は
、
自
動
人
形
か
ら
く
り
箱
の

作
品
。
あ
る
い
は
、
コ
ス
プ
レ
グ
ッ
ズ
と
し
て
『
Ｔ
Ｈ
Ｅ
透
明
人
間
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
』
が
販
売
さ
れ
て
も
い
る
ら
し
い
。

　

平
成
以
降
に
限
っ
て
も
、
か
つ
日
本
に
限
っ
て
も
、
挙
げ
だ
し
た
ら
き
り
が
な
い
。
右
の
通
り
、
純
文
学
作
品
か
ら
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
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大
衆
文
化
に
至
る
ま
で
、
透
明
人
間
と
い
う
も
の
が
素
材
と
し
て
実
に
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
人
を
引
き
つ
け
て
止
ま

な
い
も
の
を
、
透
明
人
間
な
る
存
在
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
実
際
、
人
は
誰
で
も
一
度
く
ら
い
は
、
透
明
人
間
に
な
れ
た
ら
と

夢
見
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
…
…
と
、
決
ま
り
文
句
の
如
く
よ
く
言
わ
れ
も
す
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
。

　
　

幼
い
頃
に
だ
れ
も
が
一
度
は
夢
み
た
で
あ
ろ
う
透
明
人
間
。
万
人
共
通
の
夢
。

 

（
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
『
透
明
人
間
』〈
橋
本
槇
矩
訳
、
旺
文
社
文
庫
、
昭
52
〉「
解
説
」
204
頁
）

　
　

だ
れ
し
も
一
度
や
二
度
は
透
明
人
間
に
な
っ
て
み
た
い
と
思
う
と
き
が
あ
る
。

 

（
大
槻
義
彦
『
透
明
人
間
の
科
学 

Ｓ
Ｆ
か
ら
物
理
学
へ
』〈
講
談
社
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス
、
昭
59
〉
22
頁
）

　
　
「
透
明
人
間
に
な
っ
て
み
た
い
」　

誰
し
も
、
一
度
は
考
え
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。

　
　
　
（ 

雨
宮
智
宏
『
透
明
マ
ン
ト
を
求
め
て 

天
狗
の
隠
れ
蓑
か
ら
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
ま
で
』〈
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
、
平

26
〉
15
～
16
頁
）

　

さ
ら
に
、
こ
の
「
万
人
共
通
の
夢
」
は
、
例
え
ば
江
戸
川
乱
歩
が

お
伽と
ぎ

噺ば
な
し

に
「
隠
れ
蓑
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
蓑
を
着
る
と
自
分
の
姿
が
他
人
に
は
見
え
な
く
な
る
。
ど
ん
な
い
た
ず
ら
を
し
て
も
、

ど
ん
な
悪
事
を
働
い
て
も
、
何
を
し
て
も
相
手
に
は
こ
ち
ら
の
姿
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
類
何
千
年
の
夢
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。 

（「
探
偵
小
説
に
描
か
れ
た
異
様
な
犯
罪
動
機
」、
光
文
社
文
庫
「
江
戸
川
乱
歩
全
集
」
第
27
巻
125
頁
）

自
分
だ
け
が
透
明
に
な
り
、
目
に
見
え
な
く
な
っ
た
ら
、
こ
ん
な
都
合
の
よ
い
こ
と
は
な
い
。
愛
慾
は
思
う
ま
ま
で
あ
る
。
物
を
盗
ん

で
も
、
人
を
殺
し
て
も
、
絶
対
に
つ
か
ま
る
こ
と
が
な
い
。
自
分
の
か
ら
だ
を
見
え
な
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
類
何
千
年
の
夢
で

あ
っ
た
。 

（「
透
明
の
恐
怖）

1
（

」、
光
文
社
文
庫
「
江
戸
川
乱
歩
全
集
」
第
24
巻
697
頁
）

と
重
ね
て
述
べ
る
よ
う
に
、
最
近
に
見
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
と
い
う
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、「
人
類
何
千
年
の
夢
」
で
も
あ
っ
た
。
右
の
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よ
う
に
述
べ
て
い
る
当
の
乱
歩
自
身
も
、「『
隠
れ
蓑
』
願
望
の
強
い
男
」
で
あ
っ
た
ら
し
い
（「
探
偵
小
説
に
描
か
れ
た
異
様
な
犯
罪
動
機
」、

同
右
125
頁
）。

　

さ
て
、『
今
昔
物
語
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
に
も
、「
隠
形
」
と
い
う
語
を
標
題
に
含
ん
だ
説
話
が
二
つ
収
載
さ
れ
て
い
る
。
巻

四
第
24
話
「
竜
樹
俗
時
作
隠
形
8

8

薬
語
」
と
巻
十
六
第
32
話
「
隠
形
8

8

男
依
六
角
堂
観
音
助
顕
身
語
」
で
あ
る
。
二
話
と
も
、
今
な
お
見
果
て
る

こ
と
の
な
い
「
人
類
何
千
年
の
夢
」
が
、
説
話
と
い
う
形
で
結
晶
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
登
場
す
る
「
隠
形
」

の
男
す
な
わ
ち
透
明
人
間
は
、
随
分
と
違
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
後
者
の
透
明
人
間
に
は
、「
人
類
何
千
年
」
に
及
ぶ
透
明
人

間
の
文
化
史
上
に
お
い
て
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）

2
（

。

一　

遍
在
す
る
愛
欲
系
透
明
人
間

　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
四
第
24
話
に
載
る
話
は
、
も
と
も
と
『
龍
樹
菩
薩
伝
』
や
『
付
法
蔵
因
縁
伝
』
第
五
、『
法
苑
珠
林
』
巻
五
十
三
、『
仏

祖
統
記
』
に
見
え
る
も
の
で
、
日
本
で
は
、『
今
昔
物
語
集
』
所
載
話
と
同
文
度
の
高
い
形
で
『
古
本
説
話
集
』
巻
下
第
63
話
や
『
打
聞
集
』

第
13
話
に
掲
げ
ら
れ
、あ
る
い
は
『
真
言
伝
』
巻
一
や
『
三
国
伝
記
』
巻
二
に
収
載
さ
れ
る
ほ
か
、後
の
『
三
国
七
高
僧
伝
図
会
』
に
は
「
隠

形
徒
」
ら
を
画
く
挿
絵
と
共
に
掲
載
さ
れ
、
さ
ら
に
は
芥
川
龍
之
介
『
青
年
と
死
と
』
の
素
材
と
も
な
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
な
ど
が
知
ら

れ
る
、
か
な
り
流
布
し
た
説
話
で
あ
る
。

　

龍
樹
が
ま
だ
俗
人
で
外
典
の
法
を
習
っ
て
い
た
時
の
こ
と
、
二
人
の
男
と
と
も
に
「
隠
形
ノ
薬
ヲ
造
ル
」。
そ
し
て
、「
隠
形
」
し
た
龍
樹

ら
は
、
王
宮
に
入
り
后
妃
た
ち
を
犯
し
て
ま
わ
っ
た
。「
形
ハ
不
見
ヌ
者
ノ
寄
リ
来
テ
触
レ
バ
」
う
と
い
う
、
現
実
に
は
誰
も
実
感
し
た
こ

と
の
な
い
は
ず
の
恐
怖
を
、
后
た
ち
は
国
王
に
訴
え
る
。
そ
こ
で
、
賢
明
な
国
王
が
王
宮
に
粉
を
蒔
く
と
、「
足
ノ
跡
ノ
顕
」
れ
て
三
人
の

う
ち
二
人
は
斬
ら
れ
る
。
一
人
助
か
っ
た
龍
樹
は
、「
外
法
ハ
益
無
」
と
悟
っ
て
、
出
家
し
て
「
内
法
ヲ
習
ヒ
伝
ヘ
」
た
、
と
い
う
こ
と
で



125 不可逆性透明人間あらわる！

あ
る
。『
法
苑
珠
林
』（
大
正
蔵
）
で
は
「
復
作
二
是
言
一。
世
間
唯
有
下
追
二
求
好
色
一
縦
レ
情
極
上レ
欲
、
最
是
一
生
上
妙
快
楽
。
宜
可
三
共
求
二

隠
身
之
薬
一
」
と
、
そ
も
そ
も
好
色
を
追
求
し
最
高
の
快
楽
を
得
よ
う
と
し
て
、
龍
樹
ら
は
隠
身
の
薬
を
求
め
て
い
る
（『
龍
樹
菩
薩
伝
』

な
ど
に
も
同
趣
旨
）。

　

こ
う
し
た
、
言
わ
ば
愛
欲
系
透
明
人
間
の
話
は
、
他
に
も
方
々
に
早
く
か
ら
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

巻
五
百
九
十
二
第
十
五
静
慮
波
羅
蜜
多
分
之
二
で
は
、
隠
形
薬
と
顕
形
薬
を
入
手
し
た
男
が
、
隠
形
薬
を
服
し
て
、
後
宮
の
隠
密
警
備
員
と

し
て
最
適
で
あ
る
と
自
ら
を
売
り
込
み
、
王
の
認
可
を
得
た
う
え
で
王
宮
に
入
り
、
好
き
放
題
に
王
妃
た
ち
と
交
わ
る
。『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』

三
九
一
「
呪
術
師
前
生
物
語
」
で
も
、呪
文
を
唱
え
て
透
明
人
間
に
な
っ
た
男
が
王
宮
に
忍
び
込
ん
で
、妃
を
犯
す
。
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』
も
、

姿
を
隠
す
手
段
と
顕
わ
す
手
段
を
入
手
し
た
羊
飼
い
の
ギ
ュ
ゲ
ス
が
、
王
宮
に
入
り
込
ん
で
王
妃
と
交
わ
る
、
と
い
う
類
似
の
話
を
載
せ
る
。

あ
る
い
は
、『
千
一
夜
物
語
』
第
八
四
三
夜
「
第
三
の
狂
人
の
物
語
」
で
は
、
薬
を
瞼
に
塗
っ
て
姿
の
見
え
な
く
な
っ
た
男
が
王
女
の
寝
所

に
入
り
込
む
。

　

こ
の
種
の
話
は
時
代
が
下
っ
て
も
尽
き
ず
、
日
本
に
限
っ
て
も
、
例
え
ば
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
の
浮
世
草
子
『
好
色
赤
鳥
帽
子
』

で
は
、
業
平
天
神
か
ら
授
け
ら
れ
た
、
そ
れ
を
着
け
る
と
透
明
人
間
に
な
れ
る
と
い
う
赤
鳥
帽
子
を
被
り
、
他
人
の
情
事
を
覗
い
て
ま
わ
る

し
、
同
趣
向
の
浮
世
草
子
に
『
浮
世
栄
花
一
代
男
』
な
ど
あ
る
こ
と
、
知
ら
れ
て
も
い
る
。
龍
樹
説
話
の
影
響
下
に
あ
る
ら
し
い
宝
暦
十
三

年
（
一
七
六
三
）
刊
『
風
流
志
道
軒
伝
』
巻
四
で
は
、
風
来
仙
人
か
ら
仙
術
を
込
め
た
羽
扇
を
授
か
っ
て
透
明
人
間
と
な
り
、
清
の
乾
隆
帝

の
後
宮
で
官
女
の
閨
に
忍
び
込
む
。
さ
ら
に
は
、
落
語
『
隠
れ
蓑
笠
』
で
は
、
隠
れ
蓑
笠
の
灰
を
身
体
に
塗
っ
て
透
明
人
間
に
な
っ
た
男
が
、

思
い
を
寄
せ
る
娘
の
も
と
に
夜
這
い
に
行
き
、
中
西
や
す
ひ
ろ
の
漫
画
『
Ｏ
ｈ
！
透
明
人
間
』（『
月
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
』
連
載
、
昭
57
～

62
）
で
は
、
透
明
人
間
に
な
る
力
を
手
に
入
れ
た
高
校
一
年
生
の
主
人
公
が
、
浴
室
や
更
衣
室
に
忍
び
込
ん
だ
り
す
る
。『
好
色
透
明
人
間

女
湯
覗
き
』（
日
活
、
昭
54
）
と
い
っ
た
類
の
成
人
映
画
な
ど
も
数
多
い
。
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こ
の
よ
う
に
、
透
明
人
間
に
な
っ
た
男
が
、
易
々
と
部
屋
に
侵
入
す
る
な
ど
し
て
女
を
覗
き
見
た
り
襲
っ
た
り
す
る
と
い
う
発
想
・
趣
向

は
、
早
く
か
ら
世
界
的
に
拡
が
っ
て
い
て
、
そ
の
後
、
ま
さ
に
「
人
類
何
千
年
」
に
も
亘
っ
て
、
飽
き
も
せ
ず
延
々
と
繰
り
返
さ
れ
て
き
て

い
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
決
し
て
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
、
某
共
学
大
学
の
男
女
学
生
（
男
子
27
人
、
女
子
35
人
）
を
対
象
と
し
て
令
和

二
年
四
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、「
過
去
に
透
明
人
間
に
な
れ
れ
ば
と
空
想
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
内
容
の
空
想
で
あ
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
を
問
う
た
の
に
対
し
て
、
男
子
で
は
、「
女
子
の
家
に
忍
び
込
む
」「
女
湯
を
覗
く
」
と
い
っ
た

回
答
が
最
も
多
数
を
占
め
た
が
、
女
子
で
は
、「
男
子
の
家
に
忍
び
込
む
」「
男
湯
を
覗
く
」
と
い
っ
た
回
答
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た
。
乱
歩

も
先
引
「
透
明
の
恐
怖
」
に
て
、
透
明
人
間
に
な
っ
た
ら
「
愛
慾
は
思
う
ま
ま
」
と
述
べ
て
い
た
。
右
の
如
き
発
想
・
趣
向
は
、
特
に
男
が

ほ
と
ん
ど
本
能
的
に
抱
く
も
の
の
よ
う
で
、
愛
欲
系
透
明
人
間
は
、
当
初
よ
り
ど
こ
に
で
も
存
在
し
ど
こ
ま
で
も
拡
散
し
続
け
る
、
つ
ま
り

は
時
間
と
空
間
を
超
え
て
遍
在
す
る
、原
始
的
で
普
遍
的
な
透
明
人
間
だ
と
言
え
よ
う
か
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
四
第
24
話
に
登
場
す
る
の
は
、

そ
ん
な
種
類
の
透
明
人
間
な
の
で
あ
る
。

　

な
お
、『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
で
は
、
透
明
人
間
に
な
っ
て
２
０
４
号
室
に
侵
入
し
た
実
緒
が
、
性
欲
に
衝
き
動
か

さ
れ
、
眠
っ
て
い
る
春
臣
の
唇
に
自
ら
の
唇
を
重
ね
る
ば
か
り
か
、
春
臣
に
跨
が
っ
て
、

　
ａ 

ず
り
ず
り
と
後
退
し
、
跨
が
る
位
置
を
胸
元
か
ら
股
間
部
へ
と
移
す
。
他
人
の
服
を
脱
が
せ
ら
れ
な
い
こ
と
が
悔
や
ま
れ
た
。
そ
の
憂

さ
を
晴
ら
す
よ
う
に
、
自
分
の
恥
部
を
春
臣
の
股
間
へ
と
沈
ま
せ
る
。 

 （
43
頁
）

と
い
う
行
為
に
及
ぶ
。
女
の
透
明
人
間
が
男
を
犯
す
と
い
う
の
は
、
古
く
は
『
有
明
け
の
別
れ
』
に
お
け
る
男
装
の
女
右
大
将
が
身
を
隠
し

て
次
々
と
情
事
を
目
撃
し
、
近
く
は
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
の
香
山
滋
『
白
蛾
』
に
登
場
す
る
保
護
色
式
の
女
透
明
人
間
が
知
り
合

い
の
男
に
い
ど
み
か
か
り
同
衾
す
る
の
を
想
起
さ
せ
た
り
は
す
る
が
、
古
来
極
め
て
希
有
な
る
筋
書
で
あ
る
に
違
い
な
く
、
右
に
述
べ
た
の

と
同
様
の
発
想
・
趣
向
を
、
通
常
と
は
違
う
男
女
逆
転
さ
せ
た
形
で
盛
り
込
ん
だ
も
の
と
捉
え
ら
れ
よ
う）

3
（

。
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二　

悲
嘆
す
る
不
可
逆
性
透
明
人
間

　

特
に
注
目
さ
れ
る
、
も
う
一
方
の
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
は
、「
我
が
国
に
は
珍
し
い
型
で
あ
る
が
、
飜
訳
種
と
ば
か
り
は
き

ま
ら
な
い
」（
折
口
信
夫
「
餓
鬼
阿
弥
誕
生
譚
」
全
集
2
）「
部
分
的
に
は
多
少
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
説
話
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
他

に
類
話
を
み
な
い
奇
譚
で
あ
る
」（
日
本
古
典
文
学
全
集
・
当
該
話
解
説
）
と
さ
れ
、
今
の
と
こ
ろ
『
今
昔
物
語
集
』
に
し
か
見
出
さ
れ
て

い
な
い
説
話
で
あ
る
。
大
晦
日
に
一
条
戻
橋
で
百
鬼
夜
行
に
出
く
わ
し
た
男
の
話
。

…
…
其
後
、
男
、
不
被
殺
ズ
成
ヌ
ル
事
ヲ
喜
テ
、
心
地
違
ヒ
頭
ラ
痛
ケ
レ
ド
モ
、
念
ジ
テ
、「
疾
ク
家
ニ
行
テ
、
有
ツ
ル
様
ヲ
モ
妻
ニ

語
ラ
ム
」
ト
思
テ
、
怱
ギ
行
テ
家
ニ
入
タ
ル
ニ
、
妻
モ
子
モ
皆
男
ヲ
見
レ
ド
モ
、
物
モ
不
云
懸
ズ
。
亦
、
男
物
云
懸
レ
ド
モ
、
妻
子
答

ヘ
モ
不
為
ズ
。
然
レ
バ
、男
、奇
異
ト
思
ヒ
テ
近
ク
寄
タ
レ
ド
モ
、傍
ニ
人
有
レ
ド
モ
有
ト
モ
不
思
ズ
。
其
ノ
時
ニ
、男
心
得
ル
様
、「
早

ウ
、
鬼
共
ノ
我
ニ
唾
ヲ
吐
キ
懸
ツ
ル
ニ
依
テ
、
我
ガ
身
ノ
隠
レ
ニ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
有
ケ
レ
」
ト
思
フ
ニ
、
悲
キ
事
無
限
シ
。
我
ハ
人
見
ル

事
本
ノ
如
シ
。
亦
、
人
ノ
云
事
ヲ
モ
障
無
ク
聞
ク
。
人
ハ
我
ガ
形
ヲ
モ
不
見
ズ
、
音
ヲ
モ
不
聞
ズ
。

　

急
ぎ
自
宅
に
帰
っ
た
際
の
妻
子
の
様
子
な
ど
か
ら
、
鬼
ど
も
が
吐
き
か
け
た
唾
に
よ
っ
て
自
ら
が
透
明
人
間
に
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い

（
実
線
部
）、
と
そ
う
気
付
い
て
、
男
は
「
悲
キ
事
無
限
シ
」（
破
線
部
）
と
い
う
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
ら
が
透
明
人
間
化
し

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、単
に
そ
の
こ
と
だ
け
で
男
が
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
西
教
寺
所
蔵
『
因
縁
抄
』（
古
典
文
庫
）

第
20
話
で
も
、
道
端
に
横
た
わ
っ
て
い
た
鬼
の
死
体
か
ら
蓑
と
笠
を
は
ぎ
取
っ
て
着
用
し
た
男
が
、「
知
人
ニ
行
合
、
或
ハ
家
ニ
行
タ
レ
ト
モ
、

誰
モ
何
共
不
レ
云
。
又
、
他
人
ノ
家
ヘ
行
タ
レ
ト
モ
、
家
主
モ
不
レ
知
」
と
、
右
の
男
が
自
宅
に
戻
っ
た
時
と
同
様
の
状
況
に
直
面
す
る
。
そ
し
て
、

や
は
り
同
様
に
、「
鬼
ノ
持
タ
ル
隠
蓑
・
隠
笠
」
に
よ
っ
て
、
自
ら
が
透
明
人
間
化
し
て
い
る
の
だ
と
気
付
く
に
至
る
。
し
か
し
、
こ
ち
ら

の
男
に
は
悲
哀
の
情
な
ど
何
ら
生
じ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
が
、「
他
ノ
物
ヲ
取
ル
。
又
、
他
ノ
家
ニ
有
ル
物
ヲ
取
ニ
モ
、
人
不
知
一。
如
此
一ス
ル
程
ニ
、
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財
宝
充
満
セ
リ
」
と
、
自
分
の
姿
が
他
人
か
ら
は
見
え
な
い
こ
と
を
い
い
こ
と
に
、
す
ぐ
さ
ま
盗
み
を
繰
り
返
し
て
大
金
持
ち
に
な
っ
て
い
る
。

　
『
因
縁
抄
』
が
「
鬼
ノ
持
タ
ル
隠
蓑
・
隠
笠
」
と
記
し
、
そ
れ
ら
を
「
鬼
神
ノ
二
宝
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
知
ら
れ
る
通
り
、
例
え
ば
、

『
保
元
物
語
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
巻
下
に
「
鬼
持
ナ
ル
隠
蓑
、
隠
笠
、
ウ
チ
デ
ノ
履
、
シ
ヅ
ム
履
ト
云
物
共
」、
天
正
狂
言
本
『
た

か
ら
か
ひ
』（
金
井
清
光
『
天
正
狂
言
本
全
釈
』）
に
「
ほ
う
ら
ひ
の
嶋
な
る
、
〳
〵
、
鬼
の
以
た
か
ら
は
、
か
く
れ
み
ぬ
に
か
く
れ
笠
、
打

て
の
こ
つ
ち
、
…
…
」
と
あ
っ
て
、
人
々
が
広
く
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う）

4
（

。
で
は
、
同
じ
く
鬼
の
所
有
物
―
唾
と
蓑
笠
―
に
よ
っ

て
思
い
が
け
ず
透
明
人
間
に
な
っ
た
二
人
の
男
の
、
一
体
ど
こ
に
違
い
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
明
白
で
あ
ろ
う
。『
因
縁
抄
』
の
男
の
場
合
、

は
ぎ
取
っ
て
着
用
し
た
隠
れ
蓑
と
隠
れ
笠
を
脱
ぎ
さ
え
す
れ
ば
い
つ
で
も
元
の
姿
に
戻
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
当
然
、
こ
の
男
も
そ
の
こ
と
を

知
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
自
在
に
透
明
人
間
に
な
っ
た
り
戻
っ
た
り
す
る
手
段
を
手
に
入
れ
た
こ
の
男
は
、
盗
み
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
今
昔
物
語
集
』
の
男
の
場
合
は
、
鬼
の
唾
が
原
因
と
な
っ
て
透
明
人
間
化
し
た
の
だ
と
気
付
い
て
い
て
も
、
元
に

戻
る
方
法
を
何
ら
知
り
得
な
い
。
元
に
戻
れ
な
い
、
言
わ
ば
不
可
逆
性
透
明
人
間
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
果
、『
因
縁
抄
』
の
男
と

は
違
い
、
妻
子
を
は
じ
め
と
す
る
誰
に
も
自
ら
の
存
在
を
認
識
さ
れ
な
い
と
い
う
孤
独
感
あ
る
い
は
疎
外
感
に
苛
ま
れ
て
、
悲
嘆
に
暮
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う）

5
（

。
右
の
あ
と
、
男
は
、
元
の
姿
を
取
り
戻
そ
う
と
、
ひ
た
す
ら
六
角
堂
の
観
音
に
す
が
り
付
く
こ
と
に
な
る
。

　

先
に
見
た
通
り
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
五
百
九
十
二
に
登
場
す
る
男
も
、
隠
形
薬
と
と
も
に
顕
形
薬
も
入
手
し
た
う
え
で
、
隠
形

薬
を
服
し
て
王
宮
に
入
り
、
好
き
放
題
に
王
妃
と
交
わ
る
。
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』
に
登
場
す
る
羊
飼
い
ギ
ュ
ゲ
ス
も
、
姿
を
隠
す
手
段
と
と

も
に
姿
を
顕
わ
す
手
段
を
入
手
し
て
い
て
、
王
妃
と
通
じ
る
。
い
ず
れ
の
男
も
、
姿
を
取
り
戻
す
手
段
を
確
保
し
た
う
え
で
、
悪
事
に
走
っ

て
い
る
。
自
由
に
元
通
り
の
姿
に
戻
れ
る
と
い
う
保
証
が
な
け
れ
ば
、
い
つ
で
も
元
通
り
人
間
社
会
に
復
帰
で
き
る
と
い
う
確
信
が
持
て
な

け
れ
ば
、
透
明
人
間
の
心
中
に
湧
き
起
こ
る
の
は
、
窃
盗
で
あ
れ
強
姦
で
あ
れ
、
何
か
の
悪
事
を
な
そ
う
と
す
る
欲
心
で
あ
る
よ
り
ま
ず
は
、

誰
に
も
通
常
通
り
自
分
の
存
在
が
認
識
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
悲
哀
あ
る
い
は
恐
怖
の
方
で
あ
ろ
う
。
同
じ
透
明
人
間
で
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あ
っ
て
も
、
不
可
逆
性
透
明
人
間
の
場
合
、
そ
の
心
理
は
、
他
の
可
逆
性
透
明
人
間
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

安
部
公
房
『
壁
』
第
二
部
「
バ
ベ
ル
の
塔
の
狸
」（
安
部
公
房
全
集
2
）
に
お
い
て
、「
と
ら
ぬ
狸
」
に
影
を
は
ぎ
取
ら
れ
て
透
明
人
間
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
男
が
元
の
姿
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
の
は
、
鬼
に
唾
を
吐
き
か
け
ら
れ
て
透
明
人
間
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
男
が
元
の
姿
を

取
り
戻
そ
う
と
す
る
の
と
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
そ
の
『
壁
』
第
二
部
に
も
、

も
と
に
戻
る
こ
と
が
可
能
な
ら
、
透
明
に
な
る
の
は
一
寸
も
不
都
合
じ
ゃ
な
い
。
む
し
ろ
興
味
あ
る
こ
と
だ
。
た
の
し
い
く
ら
い
だ
。

と
見
え
る
。
や
は
り
、
逆
に
言
え
ば
、「
も
と
に
戻
る
こ
と
」
が
不
可
能
な
不
可
逆
性
透
明
人
間
で
は
、「
不
都
合
」
ば
か
り
で
、「
た
の
し
い
」

ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
壁
』
第
二
部
の
男
で
も
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
の
男
で
も
同
じ
に
違
い
な
い
。

三　

悲
哀
の
演
出

　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
の
透
明
人
間
は
、
元
に
戻
れ
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
通
常
の
透
明
人
間
と
は
異
な
る
性
格
を
さ
ら

に
付
与
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

鬼
に
唾
を
吐
き
か
け
ら
れ
た
男
が
自
宅
に
帰
っ
た
際
の
妻
子
の
反
応
の
中
に
、「
男
物
云
懸
レ
ド
モ
、
妻
子
答
ヘ
モ
不
為
ズ
」（
二
重
実
線

部
）
と
い
う
も
の
が
あ
り
、そ
れ
と
対
応
し
て
「
人
ハ
我
ガ
形
ヲ
モ
不
見
ズ
、音
ヲ
モ
不
聞
ズ
」（
波
線
部
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
男
は
、「
形
」

が
見
え
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
「
音
」
も
周
囲
の
人
間
か
ら
感
知
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
者
が
連
動
す
る
一
連
の
現
象

で
あ
る
こ
と
は
、
六
角
堂
観
音
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
「
男
真
顕
ニ
成
」
っ
た
直
後
の
こ
と
と
し
て
、「『
此
ハ
何
ナ
ル
事
ゾ
』
ト
問
ヘ
バ
、
男

事
ノ
有
様
ヲ
有
ノ
マ
ゝ
ニ
初
ヨ
リ
語
ル
。
人
皆
此
レ
ヲ
聞
テ
、『
希
有
也
』
ト
思
フ
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
す
な
わ
ち
、
男
の

姿
が
す
っ
か
り
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
同
時
に
、
男
の
声
も
周
囲
の
人
々
に
聞
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
確
認
し
得
る
。
こ
の
よ

う
に
、
男
が
姿
だ
け
で
な
く
同
時
に
声
を
も
感
知
さ
れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
諸
注
と
も
に
あ
ま
り
注
意
し
て
い
な
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い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。

　

そ
も
そ
も
、姿
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
そ
の
声
は
聞
こ
え
る
、と
い
う
の
が
、透
明
人
間
に
対
す
る
通
常
の
理
解
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、『
風

葉
和
歌
集
』
に
引
載
さ
れ
た
散
佚
物
語
『
隠
れ
蓑
』
の
逸
文
で
は
、
隠
れ
蓑
を
着
た
左
大
将
が
、
伊
勢
太
神
宮
の
お
告
げ
と
思
わ
せ
て
、
大

弐
ま
さ
か
ぬ
の
耳
に
戒
め
の
言
葉
を
吹
き
込
ん
だ
り
す
る
し
、『
有
明
の
別
れ
』
の
女
右
大
将
も
隠
形
の
状
態
で
三
条
の
女
に
歌
を
詠
み
か

け
た
り
す
る
。
隠
れ
蓑
を
着
け
る
な
ど
し
て
透
明
人
間
に
な
っ
て
も
、
普
通
の
人
間
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
声
は
聞
こ
え
る
の
だ
と
い
う
理
解

が
共
通
の
も
の
と
し
て
あ
っ
て
こ
そ
、
成
り
立
つ
趣
向
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
ま
た
、『
愚
管
抄
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
巻
三
醍
醐
に
は
、

「
隠
形
ノ
法
ナ
ド
成
就
シ
タ
ル
人
」
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
貞
信
公
が
仁
王
会
の
際
、「
コ
エ
バ
カ
リ
ニ
テ
ヲ
コ
ナ
ヒ
給
テ
、
身
ハ
人
ニ
ミ
エ
給

ハ
ザ
リ
ケ
リ
」、
す
な
わ
ち
身
体
は
見
え
な
い
が
声
だ
け
は
聞
こ
え
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
、
と
記
す
。
あ
る
い
は
、
先
に
触
れ
た
『
大

般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
男
も
、
隠
形
薬
を
服
し
透
明
人
間
に
な
っ
た
う
え
で
、
王
に
語
り
か
け
て
お
り
、『
千
一
夜
物
語
』
第
八
四
三
夜
「
第

三
の
狂
人
の
物
語
」
に
登
場
す
る
男
も
、
透
明
人
間
に
な
っ
て
王
女
の
寝
所
に
入
り
込
ん
だ
際
、
叫
び
声
を
あ
げ
て
王
女
を
半
ば
目
覚
め
さ

せ
て
い
る
。
姿
は
見
え
ず
と
も
声
は
聞
こ
え
る
と
い
う
の
が
、『
今
昔
物
語
集
』
の
時
代
の
日
本
に
限
ら
ず
、
透
明
人
間
に
対
し
て
広
く
行

わ
れ
た
一
般
的
な
理
解
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
「
透
明
人
間
」
項
も
、「
姿
・
形
が
目
に
見
え
ず
、
声
だ
け
聞

こ
え
る
と
い
う
、
Ｓ
Ｆ
な
ど
に
登
場
す
る
空
想
上
の
人
間
」
と
記
す
。　
　

　
『
今
昔
物
語
集
』
の
透
明
人
間
は
、
声
が
届
か
な
い
と
い
う
こ
と
以
外
に
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
通
常
と
は
異
な
る
性
格
を
持
っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。
男
が
家
に
帰
っ
た
際
、
妻
子
が
男
を
見
て
も
何
も
話
し
か
け
る
こ
と
な
く
、
男
の
方
か
ら
話
し
か
け
て
も
返
事
も
し
な
い
の

で
、
男
は
不
思
議
に
思
っ
て
近
寄
っ
た
け
れ
ど
も
、
妻
子
は
「
傍
ニ
人
有
レ
ド
モ
有
ト
モ
不
思
ズ
」
と
い
う
様
子
で
あ
っ
た
と
い
う
（
先
引

二
重
波
線
部
）。
そ
れ
で
男
は
、「
我
ガ
身
ノ
隠
レ
ニ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
有
ケ
レ
」（
先
引
実
線
部
）
と
、
自
ら
の
身
体
の
方
に
異
常
が
生
じ
て
い

た
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
た
だ
、「
傍
ニ
人
有
レ
ド
モ
有
ト
モ
不
思
ズ
」
と
い
う
妻
子
の
無
反
応
は
、
基
本
的
に
は
男
の
姿
が
見
え
な
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い
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
姿
は
見
え
な
く
て
も
、
人
が
近

く
に
寄
れ
ば
気
配
く
ら
い
は
感
じ
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
う
言
え
ば
、
六
角
堂
観
音
の
夢
告
に
従
い
、「
神
ノ
眷
属
」
と
い
う
「
牛
飼
童
ノ
糸
怖
気
ナ
ル
」
に
付
い
て
行
っ
た
際
、
男
が
童
に
手

を
引
か
れ
て
「
扉
ノ
迫
ノ
人
可
通
ク
モ
無
キ
」
か
ら
中
に
入
っ
て
い
る
。「
神
ノ
眷
属
」
に
伴
わ
れ
て
い
た
た
め
に
通
れ
る
は
ず
の
な
い
隙

間
か
ら
入
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
男
の
身
体
が
、
単
に
透
明
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に

尋
常
と
は
異
な
っ
て
、
質
量
を
失
い
あ
た
か
も
空
気
の
如
き
存
在
と
化
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合

な
ら
、
男
が
妻
子
に
近
寄
っ
て
も
、
そ
の
気
配
す
ら
感
じ
ら
れ
な
い
に
違
い
な
い
。

　

あ
る
い
は
、『
日
本
霊
異
記
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
巻
下
第
38
話
は
、
景
戒
の
霊
魂
が
自
ら
の
遺
体
を
焼
く
と
い
う
、
景
戒
が
見
た

奇
妙
な
夢
に
つ
い
て
記
す
が
、
景
戒
の
霊
魂
が
傍
に
い
た
人
に
叫
ん
で
も
、
そ
の
声
は
空
し
く
て
相
手
は
何
も
返
答
し
て
く
れ
ず
、
そ
こ
で

景
戒
が
あ
れ
こ
れ
考
え
て
思
い
至
っ
た
の
が
、「
死
人
之
神
者
無
レ
音
、
故
我
叫
語
之
音
不
レ
聞
也
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
、
と
い
う
。
身
体

か
ら
離
れ
た
霊
魂
に
は
声
が
な
く
、
そ
の
声
が
人
に
届
く
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
の
理
解
に
基
づ
け
ば
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話

の
男
の
声
が
人
に
届
か
な
く
な
っ
た
の
も
、
そ
の
男
が
ほ
と
ん
ど
霊
魂
だ
け
で
身
体
を
失
っ
た
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け

る
現
象
だ
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
男
の
身
体
が
質
量
を
失
い
実
体
を
伴
わ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
れ
も
や
は
り
、
通
常
の
透
明
人
間
と
は
異

な
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
四
第
24
話
で
は
、
透
明
人
間
と
な
っ
た
龍
樹
ら
三
人
の
う
ち
二
人
は
、
王
宮
に
忍
び
込

ん
だ
際
に
、
王
が
隙
間
な
く
蒔
か
せ
た
粉
の
た
め
に
足
跡
が
付
き
、
切
り
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
い
く
ら
身
体
は
隠
れ
て
見
え
な
く
て
も
、
粉

に
よ
っ
て
足
跡
が
付
く
よ
う
な
、
質
量
あ
る
通
常
の
身
体
を
備
え
て
い
る
と
い
う
の
が
、
透
明
人
間
に
対
す
る
通
常
の
理
解
で
あ
っ
た
に
違

い
あ
る
ま
い
。
王
宮
に
て
龍
樹
ら
に
犯
さ
れ
た
后
た
ち
も
「
近
来
形
ハ
不
見
ヌ
者
ノ
寄
リ
来
テ
触
レ
ハ（「
フ
」脱
カ
）

ナ
ム
有
ル
」
と
訴
え
て
お
り
、
透
明
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人
間
た
ち
の
身
体
を
実
感
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
理
解
は
、
近
代
以
降
に
お
い
て
も
同
様
で
、
例
え
ば
、
草
野
唯
雄
『
透
明
願
望
』（『
小
説

宝
石
』
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
）
は
、「
そ
の
手
が
、
不
意
に
何
か
に
つ
き
当
た
っ
た
。
温
か
く
て
弾
力
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
私
は
ギ
ョ
ッ

と
し
て
手
を
ひ
っ
こ
め
た
。
ど
う
考
え
て
も
そ
れ
は
人
間
の
皮
膚
感
で
あ
っ
た
。
…
…
だ
が
、
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
。
そ
こ
は
何
も
な
い
た

だ
の
空
間
な
の
だ
。
薄
暗
い
道
路
の
遠
景
も
、
完
全
に
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
透
明
人
間
に
触
れ
た
際
の
感
触
を
具
体
的
に
描
い
て

い
る
。
ま
た
、
透
明
人
間
は
し
ば
し
ば
、
包
帯
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
た
姿
で
表
さ
れ
る
が
、
姿
は
見
え
ず
と
も
実
体
が
あ
る
か
ら
こ
そ
包

帯
を
巻
く
こ
と
が
で
き
る
の
に
違
い
な
い
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
四
第
24
話
は
、
龍
樹
ら
の
造
っ
た
「
隠
形
ノ
薬
」
の
効
能
に
つ
い
て
、『
龍
樹
菩
薩
伝
』
な
ど
海
外
の
文
献
に
は
見
ら

れ
な
い
要
素
だ
が
、「
隠
蓑
ト
云
ラ
ム
物
ノ
様
ニ
形
ヲ
隠
シ
テ
、
人
見
ル
事
無
シ
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
隠
れ
蓑
を
持
ち
出
し
て
説
く
。
同
文
的

な
『
古
本
説
話
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
巻
下
第
63
話
も
同
様
に
説
く
う
え
に
、
さ
ら
に
、「
隠
形
ノ
薬
」
を
「
隠
れ
蓑
の
薬
」
と
記

す
し
、
標
題
自
体
も
「
竜
樹
菩
薩
先
生
以
二
隠
蓑
笠
一
犯
二
后
妃
一
事
」
と
す
る
。
平
公
誠
に
「
隠
れ
蓑
隠
れ
笠
を
も
得
て
し
哉
き
た
り
と
人

に
知
ら
れ
ざ
る
べ
く
」（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
八
雑
賀
・
一
一
九
二
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
い
う
歌
が
あ
り
、
散
佚
物
語
『
隠
れ
蓑
』

の
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
枕
草
子
』（
三
巻
本
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
第
百
段
は
、
隔
て
と
し
て
い
た
屏
風
を
押
し

開
け
ら
れ
て
姿
が
現
れ
た
こ
と
を
、「
隠
蓑
と
ら
れ
た
る
心
ち
し
て
」
と
喩
え
て
い
る
。『
宝
物
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
は
「
人
の

身
に
は
隠
蓑
と
申
物
こ
そ
能
宝
に
て
は
侍
り
ぬ
べ
け
れ
」
と
記
す
し
、『
有
明
け
の
別
れ
』（
全
対
訳
日
本
古
典
新
書
）
巻
一
に
は
「
そ
ぞ
ろ

に
身
を
か
く
す
こ
と
な
ん
お
は
す
る
。
か
く
れ
み
の
な
ど
い
ひ
け
ん
や
う
に
、
い
た
ら
ぬ
さ
と
な
く
ま
ぎ
れ
あ
り
き
た
ま
ふ
」、『
松
浦
宮
物

語
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）
巻
二
に
は
「
隠
れ
蓑
の
た
め
し
に
や
と
ま
で
探
れ
ど
、
跡
か
た
も
知
ら
れ
ず
」
と
見
え
る
。「
隠
形
」
す

る
た
め
の
道
具
と
し
て
、
当
時
の
日
本
で
は
、
隠
れ
蓑
（
あ
る
い
は
隠
れ
笠
）
が
最
も
馴
染
み
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い）

6
（

。
そ
れ
は
、

脱
げ
ば
す
ぐ
に
元
の
姿
に
戻
れ
る
し
、
着
け
て
い
る
時
も
、
姿
は
見
え
な
く
て
も
声
は
聞
こ
え
、
実
体
と
し
て
の
身
体
を
伴
っ
て
も
い
よ
う
。
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隠
れ
蓑
に
よ
る
そ
う
い
う
透
明
人
間
が
一
般
的
で
あ
っ
た
な
か
で
、
右
に
見
た
通
り
だ
と
す
れ
ば
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
は
、

そ
れ
と
は
大
き
く
性
格
の
異
な
る「
隠
形
男
」（
先
引
標
題
）透
明
人
間
を
現
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
も
と
は
鬼
の
所
有
物
で
あ
っ

て
も
、
隠
れ
蓑
と
は
異
な
る
唾
と
い
う
も
の
の
持
つ
強
い
威
力
の
結
果
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
か
。

　

先
の
龍
樹
説
話
を
よ
り
早
く
載
せ
る
『
龍
樹
菩
薩
伝
』
や
『
法
苑
珠
林
』
巻
五
十
三
で
は
、「
細
土
」
を
蒔
け
ば
、「
若
是
方
術
其
跡
自
現
、

設
鬼
魅
入
必
無
二
其
跡
一
」（『
法
苑
珠
林
』）、
す
な
わ
ち
、
人
間
が
方
術
に
よ
っ
て
透
明
に
な
っ
て
い
る
な
ら
足
跡
が
現
れ
、
も
し
鬼
魅
の

仕
業
な
ら
足
跡
が
付
か
な
い
だ
ろ
う
、
と
述
べ
て
も
い
る
。
前
者
が
通
常
の
透
明
人
間
の
場
合
で
あ
っ
て
、
鬼
に
唾
を
吐
き
か
け
ら
れ
た
男

が
、
そ
も
そ
も
身
体
を
失
っ
た
が
如
き
状
態
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
と
恐
ら
く
足
跡
は
付
か
ず
、
右
の
分
類
に
従
え
ば
、
も
は
や
通
常
の
人

間
で
さ
え
な
く
、
先
の
『
日
本
霊
異
記
』
に
言
う
霊
魂
と
も
近
い
だ
ろ
う
が
、
鬼
魅
と
同
様
の
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

身
体
が
透
明
に
な
っ
て
元
に
戻
れ
な
く
て
も
、
声
が
出
せ
れ
ば
、
あ
る
い
は
実
体
と
し
て
の
身
体
が
あ
っ
て
気
配
を
感
じ
さ
せ
た
り
触
れ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、自
ら
の
存
在
さ
ら
に
は
意
志
を
他
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
は
、

思
い
が
け
ず
透
明
人
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
元
に
戻
る
こ
と
の
で
き
な
い
男
か
ら
、
通
常
の
、
あ
る
い
は
従
来
の
透
明
人
間
が
有
す
る
そ
れ

ら
を
も
奪
っ
て
、
そ
の
男
の
悲
哀
を
、
よ
り
効
果
的
に
演
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四　
「
夢
を
見
る
」
た
め
の
設
定

　
『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
に
も
、
透
明
人
間
の
声
に
つ
い
て
の
記
述
が
、

　

ｂ 

瞼
の
縁
に
は
二
重
の
線
が
鮮
明
に
走
り
、
睫ま
つ

毛げ

は
長
い
。
波
打
つ
髪
の
隙
間
か
ら
覗
く
耳
は
、
耳
た
ぶ
が
小
さ
く
薄
か
っ
た
。
肌
は
白

く
き
め
細
か
で
、
ニ
キ
ビ
跡
の
一
つ
も
な
い
。
そ
れ
が
実
緒
の
春
臣
だ
っ
た
。
き
れ
い
な
人
。
透
明
な
声
で
呟
き
、
自
分
の
唇
を
春
臣

の
唇
に
近
づ
け
る
。 

（
43
頁
）
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と
見
え
る
。
透
明
人
間
に
な
っ
て
２
０
４
号
室
に
入
り
込
み
、
性
欲
の
ま
ま
に
春
臣
に
跨
が
っ
た
際
の
こ
と
で
あ
る
。
実
緒
は
、
春
臣
の
顔

を
間
近
に
見
つ
め
、「
透
明
な
声
」で
呟
い
て
い
る
。
身
体
が
透
明
な
だ
け
で
な
く
、声
も
透
明
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
人

ハ
我
ガ
形
ヲ
モ
不
見
ズ
、
音
ヲ
モ
不
聞
ズ
」（
先
引
波
線
部
）
と
い
う
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
の
男
と
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
実
緒
が
透
明
人
間
に
な
る
場
面
、
あ
る
い
は
実
緒
が
透
明
人
間
に
な
っ
て
春
臣
の
部
屋
を
訪
れ
る
場
面
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な

記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
ｃ 

頬
か
ら
は
シ
ー
ツ
の
肌
触
り
が
消
え
、
全
身
か
ら
は
骨
と
肉
の
重
み
が
失
せ
る
。
顔
の
あ
っ
た
場
所
に
手
を
運
ん
で
も
、
も
う
な
ん
の

感
触
も
得
ら
れ
な
い
。
手
が
頭
部
を
通
り
抜
け
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
、
鮮
烈
に
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。 

（
10
頁
）

　

ｄ 

瞼ま
ぶ
た

を
開
け
る
。
目
の
前
に
手
を
か
ざ
す
。
爪
も
指
も
、
と
て
も
き
れ
い
に
透
け
て
い
る
。
玄
関
の
ド
ア
を
す
り
抜
け
、
外
に
出
た
。

…
…
時
折
強
い
風
が
吹
い
た
が
、
空
気
の
流
れ
は
実
緒
の
身
体
を
や
す
や
す
と
通
過
し
て
い
っ
た
。 

（
11
頁
）

　
ｅ 

十
七
分
ほ
ど
歩
く
と
、
都
内
有
数
の
乗
降
客
数
を
誇
る
駅
に
到
着
す
る
。
人
が
引
っ
切
り
な
し
に
出
入
り
し
て
い
る
が
、
誰
一
人
自
分

に
は
気
づ
か
な
い
。
正
面
か
ら
来
る
人
を
避
け
な
く
て
も
、
ま
っ
す
ぐ
に
足
を
動
か
せ
ば
、
最
短
距
離
で
目
的
地
ま
で
辿
り
着
け
た
。

 

（
11
頁
）

　

ｆ
ド
ア
が
開
く
前
に
、
車
体
を
通
過
し
て
電
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
中
の
混
雑
も
実
緒
に
は
関
係
な
い
。 

（
12
頁
）

　
ｇ 

春
の
ぬ
る
い
空
気
の
中
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
白
い
タ
イ
ル
を
燦さ
ん
　
ぜ
ん然
と
光
ら
せ
建
っ
て
い
た
。
ガ
ラ
ス
扉
に
腕
を
伸
ば
し
て
み
る
。
手
は
な

に
か
ら
も
遮
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
っ
さ
り
扉
を
通
り
抜
け
た
。
も
ち
ろ
ん
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
も
容
易
に
通
過
し
、
二
階
へ
と
続
く
階

段
を
探
し
た
。 

（
12
頁
）

　

ｈ 

全
身
の
力
を
抜
き
、
深
呼
吸
を
五
つ
し
て
、
自
分
の
身
体
が
透
け
て
い
く
様
子
を
思
い
浮
か
べ
た
。
玄
関
の
ド
ア
を
す
り
抜
け
る
実
緒

は
、
な
に
も
着
て
い
な
い
。 

（
40
頁
）
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ｉ 
日
差
し
や
風
は
身
体
を
通
過
す
る
が
、
実
緒
が
動
け
ば
髪
や
性
毛
は
柔
ら
か
く
揺
れ
る
。
肉
の
重
み
は
ま
っ
た
く
感
じ
ず
、
全
身
は
ま    

る
で
昏こ
ん

々こ
ん

と
眠
っ
た
あ
と
の
よ
う
に
軽
い
。 

（
41
頁
）

　
ｊ 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
春
臣
の
部
屋
ま
で
の
道
筋
も
、
実
緒
の
中
で
は
固
ま
っ
て
い
る
。
自
動
ド
ア
を
抜
け
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
階
段
が

あ
り
、
そ
れ
を
上
が
っ
て
右
手
に
曲
が
る
。
一
番
奥
が
２
０
４
号
室
だ
。
部
屋
番
号
の
プ
レ
ー
ト
に
記
名
は
な
い
が
、
こ
の
ド
ア
の
奥

に
春
臣
が
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
頭
か
ら
す
る
り
と
入
っ
た
。
玄
関
の
た
た
き
に
は
白
い
ス
ニ
ー
カ
ー
が
あ
っ
た
。 

（
41
頁
）

　

ｋ 

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
を
通
過
し
、
階
段
を
ふ
わ
ふ
わ
上
が
っ
て
二
階
に
行
く
。
玄
関
の
ド
ア
を
抜
け
る
と
、
ス
ニ
ー
カ
ー
の
横
に
は
黒
い
パ

ン
プ
ス
が
あ
っ
た
。 

（
80
頁
）

　

透
明
人
間
・
実
緒
は
、
実
緒
の
住
む
部
屋
の
玄
関
の
ド
ア
も
（
ｄ
ｈ
）、
電
車
の
ド
ア
ど
こ
ろ
か
車
体
も
（
ｆ
）、
春
臣
の
住
む
マ
ン
シ
ョ

ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
ガ
ラ
ス
扉
も
（
ｇ
）、
そ
の
先
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
自
動
ド
ア
も
（
ｇ
ｊ
ｋ
）、
春
臣
の
部
屋
の
玄
関
の
ド
ア
も
（
ｊ

ｋ
）、
全
て
す
り
抜
け
て
い
る
。
ま
た
、
他
者
の
身
体
も
通
り
抜
け
て
い
る
（
ｅ
実
線
部
）。
そ
れ
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
の

男
が
先
述
通
り
、
牛
飼
童
に
手
を
引
か
れ
て
、
人
が
と
て
も
通
れ
な
い
よ
う
な
扉
の
隙
間
か
ら
中
に
入
っ
た
の
と
、
近
似
す
る
。
多
く
の
人

と
す
れ
違
っ
て
も
誰
一
人
と
し
て
実
緒
に
気
付
か
な
い
（
ｅ
波
線
部
）
と
い
う
の
も
、
恐
ら
く
姿
が
見
え
な
い
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
く

気
配
も
何
も
な
い
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
も
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
の
男
に
つ
い
て
、「
男
、
奇
異
ト
思
ヒ
テ
近
ク
寄
タ
レ
ド

モ
、
傍
ニ
人
有
レ
ド
モ
有
ト
モ
不
思
ズ
」（
先
引
二
重
波
線
部
）
と
描
か
れ
て
い
た
の
と
、
近
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

実
緒
に
は
「
骨
と
肉
の
重
み
」（
ｃ
実
線
部
）「
肉
の
重
み
」（
ｈ
実
線
部
）
＝
質
量
も
な
く
て
、
顔
の
部
分
に
手
を
運
ん
で
も
何
の
感
触

も
得
ら
れ
ず
（
ｃ
）、
空
気
の
流
れ
が
身
体
の
中
を
通
過
し
て
い
る
（
ｄ
）。
実
緒
の
身
体
は
、
通
常
の
透
明
人
間
の
よ
う
に
は
存
在
し
て
い

な
い
の
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、

　

ｌ 

玄
関
の
た
た
き
に
は
白
い
ス
ニ
ー
カ
ー
が
あ
っ
た
。
左
右
は
ぴ
っ
た
り
揃
え
ら
れ
、
壁
に
踵か
か
と

を
つ
け
て
置
か
れ
て
い
る
。
春
臣
は
脱
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ぎ
散
ら
か
す
よ
う
な
人
で
は
な
い
の
だ
。
実
体
が
な
い
の
だ
か
ら
踏
ん
で
も
問
題
な
い
と
分
か
り
つ
つ
、
靴
を
避
け
て
か
ま
ち
に
上

が
っ
た
。 

（
41
～
42
頁
）

　
ｍ 

実
緒
は
お
ず
お
ず
と
春
臣
の
胸
元
に
跨ま
た

が
っ
た
。
実
緒
の
臀
部
が
春
臣
の
肉
感
を
捉
え
る
こ
と
は
な
い
。
中
腰
で
浮
い
て
い
る
の
と
同

じ
だ
っ
た
。
彼
の
胸
板
は
厚
い
の
か
薄
い
の
か
、
体
温
は
高
い
の
か
低
い
の
か
、
実
体
の
な
い
身
体
で
は
分
か
ら
な
い
。

 

（
42
～
43
頁
）

と
明
記
さ
れ
る
通
り
、
実
体
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
体
が
な
い
か
ら
、
声
帯
が
機
能
す
る
こ
と
な
く
声
も
透
明
に
な
り
、
ド
ア
な

ど
を
す
り
抜
け
、
気
配
も
消
え
る
の
だ
ろ
う
。
透
明
人
間
と
な
っ
た
実
緒
が
性
欲
の
ま
ま
に
春
臣
に
跨
が
っ
た
際
、
そ
の
服
を
脱
が
せ
よ
う

と
し
て
も
で
き
な
か
っ
た
（
先
引
ａ
実
線
部
）
と
い
う
の
も
、
実
緒
の
身
体
が
実
体
を
伴
っ
て
い
な
い
か
ら
に
違
い
あ
る
ま
い
。『
今
昔
物

語
集
』
巻
十
六
第
32
話
の
男
は
、
こ
の
実
緒
に
近
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
見
ら
れ
る
。

　

通
常
の
透
明
人
間
の
よ
う
に
実
体
を
有
し
て
い
て
は
、
春
臣
の
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
ド
ア
を
通
り
抜
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
し
、
施
錠
さ
れ
て
い
れ
ば
春
臣
の
部
屋
の
ド
ア
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
し
、
施
錠
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
ド
ア
を
開
け
る
と
春
臣
に

気
付
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
春
臣
の
部
屋
に
入
れ
た
と
し
て
も
、
気
配
に
勘
付
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
っ
そ
り
と
、
眠
っ
て

い
る
春
臣
の
唇
に
自
ら
の
唇
を
重
ね
る
こ
と
も
、
春
臣
に
跨
が
る
こ
と
も
、
か
な
り
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
至
る

以
前
に
、
駅
や
電
車
の
車
内
で
多
く
の
人
に
不
審
が
ら
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
通
常
と
は
異
な
る
、
実
体
が
な
い
と
い
う
あ
り
方
は
、

実
緒
と
い
う
透
明
人
間
が
「
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
」
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
設
定
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、「
よ
く
考
え
れ
ば
春
臣
の
部
屋
に
入
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
頭
に
現
れ
た
光
景
は
、
妄
想
の
産
物
で
し
か
な
い
」（
117
頁
）

と
記
さ
れ
る
通
り
、
右
は
す
べ
て
実
緒
の
妄
想
の
中
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
現
実
で
の
こ
と
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
通
常
と
は
異
な
る
、

右
の
よ
う
な
実
体
の
な
い
透
明
人
間
と
い
う
設
定
で
あ
っ
て
も
、
読
者
に
殊
更
に
違
和
感
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
の
だ
ろ
う
し
、
妄
想
の
中
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の
透
明
人
間
に
は
、
意
識
だ
け
で
実
体
が
な
い
と
い
う
あ
り
方
の
方
が
、
む
し
ろ
相
応
し
く
さ
え
感
じ
ら
れ
よ
う
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
の
男
の
場
合
、
そ
の
点
は
実
緒
と
違
う
。
妄
想
の
中
で
透
明
人
間
と
化
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
現
実
世

界
で
、同
じ
よ
う
に
、声
も
通
じ
な
い
実
体
を
失
っ
た
か
の
よ
う
な
透
明
人
間
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
妄
想
な
ら
覚
醒
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
う
し
た
透
明
人
間
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ
の
男
に
は
無
論
そ
う
い
う
道
も
な
く
、
そ
の
状
態
が
生
み
出
す
極

度
の
悲
哀
あ
る
い
は
恐
怖
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
六
角
堂
観
音
に
す
が
り
に
行
く
し
か
な
い
の
に
違
い
な
い
。

五　

拡
散
す
る
不
可
逆
性
透
明
人
間

　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
に
登
場
す
る
よ
う
な
、
自
由
意
志
に
従
っ
て
元
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
る
い
は
透
明
状
態
か
ら
脱

却
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
多
く
の
場
合
は
悲
哀
や
恐
怖
を
感
じ
苦
悩
す
る
と
い
う
透
明
人
間
を
、
改
め
て
「
不
可
逆
性
透
明
人
間
」
と
規
定

す
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
不
可
逆
性
透
明
人
間
が
次
々
と
出
現
し
て
く
る
よ
う
に
な
る
、
そ
の
一
つ
の
大
き
な
契
機
を
作
っ
た
の
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
に
よ
る
一
八
九
七
年
刊
行
の
『
透
明
人
間
』（T

he Invisible M
an　

岩
波
文
庫
、
橋
本
槇
矩
訳
）
で
あ
る
ら

し
い
。

　

自
ら
開
発
し
た
方
法
で
透
明
人
間
と
な
っ
た
科
学
者
の
グ
リ
フ
ィ
ン
が
、
恐
怖
政
治
を
う
ち
立
て
町
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
が
失
敗
し
、

つ
い
に
捕
ら
え
ら
れ
死
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
筋
書
。
第
二
三
章
「
ド
ル
ア
リ
ー
・
レ
イ
ン
に
て
」
に
お
い
て
、
大
学
時
代
に
同
級
生
で
あ
っ

た
科
学
者
の
ケ
ン
プ
に
「
君
は
ど
う
し
て
ア
イ
ピ
ン
グ
へ
行
っ
た
の
だ
？
」
と
訊
か
れ
て
、

研
究
を
し
に
行
っ
た
の
だ
。
あ
る
希
望
を
持
っ
て
い
た
の
だ
。
思
い
つ
き
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
今
で
も
棄
て
て
は
い
な
い
。
も
と
の
身

体
に
戻
れ
る
方
法
を
研
究
し
た
か
っ
た
の
だ
。
透
明
人
間
と
し
て
や
り
た
い
こ
と
を
終
え
た
ら
も
と
に
戻
れ
る
方
法
を
ね
。

と
返
答
し
て
い
る
よ
う
に
、
グ
リ
フ
ィ
ン
は
、
透
明
人
間
に
な
っ
た
も
の
の
、
も
と
に
戻
る
方
法
ま
で
は
獲
得
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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グ
リ
フ
ィ
ン
は
ま
た
、
右
の
直
前
に
ケ
ン
プ
に
、

ケ
ン
プ
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
透
明
人
間
な
ん
て
馬
鹿
々
々
し
い
も
の
に
思
え
て
き
た
よ
。
寒
く
い
や
な
気
候
の
と
き
に
人
の
多
い

大
都
会
に
い
る
と
ね
。
こ
の
気
ち
が
い
じ
み
た
経
験
を
す
る
前
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
夢
想
し
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
日
の

午
後
は
全
く
意
気
消
沈
し
て
い
た
。
私
は
人
の
望
み
得
る
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
数
え
あ
げ
て
み
た
。
疑
い
も
な
く
そ
れ
ら
は
簡
単
に
手

に
入
る
だ
ろ
う
が
、
手
に
入
れ
た
も
の
を
堪
能
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
野
心
や
名
誉
も
姿
が
見
え
な
い
の
で
は
何
に
な
る
、
結

局
は
裏
切
る
デ
リ
ラ
の
よ
う
な
美
女
の
愛
を
得
た
と
し
て
も
何
に
な
る
？　

私
は
政
治
、
慈
善
、
ス
ポ
ー
ツ
に
は
関
心
が
な
い
。
い
っ

た
い
何
を
し
た
ら
よ
い
の
だ
！　

こ
ん
な
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
の
た
め
に
私
は
包
帯
の
化
け
物
、
滑
稽
な
男
に
な
っ
た
の
か
！

と
語
っ
て
い
る
が
、
透
明
人
間
に
な
る
方
法
と
と
も
に
元
に
戻
る
方
法
を
獲
得
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
嘆
く
こ
と
は
な
か
っ
た
に
違
い

な
い
。
グ
リ
フ
ィ
ン
が
元
の
姿
を
取
り
戻
し
た
の
は
、
捕
ま
っ
て
死
ん
だ
、
そ
の
直
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
例
え
ば
先
掲
雨
宮
著
書
も
「
ウ
ェ

ル
ズ
の
物
語
に
登
場
す
る
の
は
、
透
明
に
な
っ
た
こ
と
で
何
で
も
で
き
る
無
敵
の
存
在
…
…
で
は
な
く
、〝
透
明
か
ら
一
生
戻
れ
な
い
恐
怖
〟

に
苛
ま
れ
る
1
人
の
科
学
者
の
姿
だ
っ
た
」（
30
頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
グ
リ
フ
ィ
ン
は
、
不
可
逆
性
透
明
人
間
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ウ
ェ
ル
ズ
『
透
明
人
間
』
は
、
そ
れ
を
「
嚆こ
う

矢し

と
し
て
、
文
学
的
想
像
力
は
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
透
明
人
間
の
姿
を
生
み
だ
し
て

き
た
。
そ
う
し
た
系
譜
を
た
ど
っ
て
い
け
ば
、
ま
さ
し
く
ひ
と
つ
の
『
透
明
人
間
の
文
学
史
』
が
描
け
る
こ
と
だ
ろ
う）

7
（

」
と
も
評
さ
れ
る
作

品
で
あ
り
、
日
本
で
も
映
画
化
さ
れ
る
な
ど
し
た
、
Ｓ
Ｆ
小
説
の
有
名
な
古
典
で
あ
る
。
そ
の
刊
行
後
に
不
可
逆
性
透
明
人
間
が
、
例
え
ば

次
の
通
り
、
相
次
い
で
現
れ
て
い
る
。

　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
の
槙
尾
栄
『
透
明
の
人
間
』（『
キ
ン
グ
』
昭
和
三
年
十
～
十
一
月
号
）
は
、
右
の
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
の
明
白
な
影

響
作
あ
る
い
は
模
倣
作
。
研
究
に
よ
っ
て
透
明
人
間
と
な
っ
た
科
学
者
が
、
し
か
し
元
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ず
悲
嘆
し
た
す
え
に
、
自
殺
す

る
こ
と
で
身
体
の
組
織
を
変
え
元
の
姿
を
取
り
戻
す
と
い
う
「
悲
し
い
成
功
」
を
収
め
る
。
先
に
触
れ
た
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
の
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香
山
滋
『
白
蛾
』
の
女
透
明
人
間
も
元
に
戻
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
の
大
映
映
画
『
透
明
人
間
現
わ
る
』
は
、

元
に
戻
す
還
元
薬
が
な
い
の
に
あ
る
と
信
じ
込
ま
さ
れ
た
ま
ま
、
黒
川
と
い
う
男
が
透
明
人
間
、
つ
ま
り
は
不
可
逆
性
透
明
人
間
と
な
り
、

犯
罪
を
す
る
よ
う
仕
向
け
ら
れ
る
。
最
後
は
銃
撃
さ
れ
て
死
に
、
そ
し
て
姿
が
現
れ
る
。
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
の
東
宝
映
画
『
透

明
人
間
』
に
も
、
戦
時
中
に
特
攻
隊
と
し
て
不
可
逆
性
透
明
人
間
に
さ
れ
た
男
が
登
場
す
る
。
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
の
安
部
公
房

『
壁
』
第
二
部
「
バ
ベ
ル
の
塔
の
狸
」
で
は
、
公
園
で
奇
妙
な
動
物
、
実
は
バ
ベ
ル
の
塔
か
ら
や
っ
て
来
た
「
と
ら
ぬ
狸
」
に
影
を
は
ぎ
取

ら
れ
、
透
明
人
間
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
何
と
か
元
の
姿
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
。
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
～
昭
和
五
十
二

年
（
一
九
七
七
）
の
モ
ン
キ
ー
・
パ
ン
チ
の
漫
画
『
透
明
紳
士
』（『
週
刊
少
年
キ
ン
グ
』）
で
は
、
悪
の
軍
団
に
透
明
人
間
に
さ
れ
た
男
が

元
の
姿
を
取
り
戻
す
た
め
に
戦
う
し
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
放
映
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
透
明
少
女
エ
ア
』
で
は
何
者
か
に
よ
っ
て
透
明

に
さ
れ
た
少
女
が
元
に
戻
る
方
法
を
探
す
。
一
九
八
七
年
の
Ｈ
・
Ｆ
・
セ
イ
ン
ト
『
透
明
人
間
の
告
白
』（M

em
oirs of an Invisible 

M
an

）
の
場
合
、
主
人
公
の
男
が
科
学
実
験
施
設
の
爆
発
に
巻
き
込
ま
れ
て
不
可
逆
性
透
明
人
間
に
な
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
映
画

『
イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
』（
原
題H

ollow
 M

an

）
は
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
を
原
案
と
す
る
も
の
で
、
や
は
り
、
科
学
者
が
透
明
人
間
に
な
る
が
元
に
戻

れ
ず
、
凶
暴
化
し
て
い
く
。

　

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
の
武
田
泰
淳
『
透
明
人
間
』
で
は
、
透
明
人
間
に
さ
せ
ら
れ
た
男
が
、
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
永
久
に
元

の
姿
に
戻
さ
な
い
と
言
っ
て
脅
さ
れ
る
。
男
は
指
示
に
従
う
の
で
薬
に
よ
っ
て
元
に
戻
る
が
、
不
可
逆
性
透
明
人
間
と
い
う
も
の
の
恐
怖
が
、

右
の
よ
う
な
形
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
不
可
逆
性
透
明
人
間
の
恐
怖
は
、昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
の
乱
歩
『
透
明
怪
人
』

（
光
文
社
文
庫
「
江
戸
川
乱
歩
全
集
」
第
16
巻
）
も
、
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
透
明
人
間
に
さ
れ
た
「
大
友
君
」
を
め
ぐ
っ
て
、「
大
友
君
は
、

も
う
二
ど
と
、
も
と
の
す
が
た
に
は
、
な
れ
ま
せ
ん
。
一
生
、
目
に
見
え
な
い
人
間
と
し
て
、
く
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
世
の

中
に
、
こ
ん
な
お
そ
ろ
し
い
こ
と
が
、
ま
た
と
あ
る
で
し
ょ
う
か
」
と
記
し
て
い
る
。
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例
え
ば
、
島
田
雅
彦
『
透
明
人
間
の
夢
』（『
暗
黒
寓
話
集
』〈
文
芸
春
秋
、
平
26
〉
に
よ
る
）
の
登
場
人
物
が
「
手
切
れ
の
カ
ネ
を
同
封

し
て
お
く
。
戸
籍
と
住
民
票
を
売
っ
た
カ
ネ
の
半
分
だ
。
オ
レ
は
も
う
書
類
上
は
こ
の
世
に
存
在
し
な
い
。
願
い
が
叶
っ
て
、
透
明
人
間
に

な
れ
た
と
い
う
わ
け
だ
」
と
書
き
置
く
が
、
そ
の
よ
う
な
比
喩
的
な
意
味
の
「
透
明
人
間
」
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
登
場
人
物
も
も
う
元
に

戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
比
喩
的
な
透
明
人
間
に
も
不
可
逆
性
の
も
の
が
様
々
に
見
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ル
フ
・
エ
リ
ソ

ン
に
よ
る
一
九
五
二
年
の
『
見
え
な
い
人
間
』（Invisible M

an

）
は
、
黒
人
を
見
え
な
い
人
間
＝
透
明
人
間
に
喩
え
る
。
過
酷
な
人
種
差

別
の
た
め
、
黒
人
が
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
て
存
在
そ
の
も
の
が
無
化
し
て
い
る
こ
と
を
、
比
喩
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
比
喩
と
し
て
の

透
明
人
間
も
、
透
明
状
態
の
現
状
か
ら
脱
却
で
き
ず
苦
悩
す
る
よ
う
な
不
可
逆
性
透
明
人
間
で
あ
る
と
捉
え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
昭
和

三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
平
林
た
い
子
『
透
明
人
間
』（『
平
林
た
い
子
全
集
』
第
八
巻
）
は
、「
こ
う
し
て
、
私
の
存
在
は
、
生
き
た
ま

ま
だ
ん
だ
ん
社
会
か
ら
薄
れ
て
行
き
ま
し
た
。
私
は
透
明
人
間
に
な
っ
て
行
き
ま
し
た
」
と
結
ば
れ
る
。
こ
の
「
透
明
人
間
」
も
恐
ら
く
は
、

比
喩
的
な
不
可
逆
性
透
明
人
間
と
言
う
べ
き
も
の
に
極
め
て
近
い
存
在
で
あ
ろ
う
。

　
『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
は
、
性
欲
に
衝
き
動
か
さ
れ
て
、
眠
っ
て
い
る
春
臣
に
跨
が
り
自
ら
の
恥
部
を
春
臣
の
股
間

へ
と
沈
ま
せ
た
と
、
妄
想
の
中
で
の
透
明
人
間
・
実
緒
を
描
い
て
い
た
が
（
先
引
ａ
）、
そ
れ
に
続
い
て
は
、

　
ｎ 

腰
を
振
る
と
、
脳
の
温
度
は
さ
ら
に
上
が
っ
た
。
動
き
は
ひ
と
り
で
に
激
し
さ
を
増
し
て
い
く
。
身
の
ほ
ど
を
わ
き
ま
え
ろ
よ
。
同
級

生
の
声
が
聞
こ
え
る
。
な
に
か
を
叫
び
た
か
っ
た
が
、
で
も
、
な
ん
と
言
っ
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
実
緒
は
息
が
切
れ
て
身
体

が
動
か
な
く
な
る
ま
で
、
縦
に
横
に
、
盛
ん
に
腰
を
揺
ら
し
た
。 

（
43
頁
）

と
、
腰
の
動
き
を
激
し
く
さ
せ
る
実
緒
を
描
く
。
そ
の
中
に
「
息
が
切
れ
て
身
体
が
動
か
な
く
な
る
」（
実
線
部
）
と
見
え
る
の
は
、
右
の

ｎ
あ
る
い
は
ａ
の
少
し
前
、「
春
臣
に
会
い
に
行
こ
う
」（
41
頁
）
と
、
妄
想
の
中
で
実
緒
が
透
明
人
間
と
な
っ
た
場
面
で
あ
る
ｉ
の
直
後
に
、

「
実
緒
は
駆
け
出
し
た
。
景
色
が
後
方
へ
と
流
れ
て
い
く
。
ど
れ
だ
け
走
っ
て
も
息
は
切
れ
な
か
っ
た
」（
41
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
の
と
、
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符
合
し
な
い
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
右
の
ｎ
の
実
線
部
前
後
の
実
緒
は
最
早
、
息
が
切
れ
る
こ
と
の
な
い
妄
想
中
の
透
明
人
間
・

実
緒
で
は
な
く
、
春
臣
と
の
情
事
を
妄
想
し
な
が
ら
自
慰
行
為
に
耽
る
現
実
世
界
の
実
緒
な
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

　
ｏ 

想
像
と
、
誰
と
も
共
有
で
き
な
い
現
実
の
あ
い
だ
に
は
、
違
い
も
差
も
な
い
の
で
は
な
い
か
と
ふ
と
思
う
。
書
店
で
見
た
春
臣
が
現
実

で
、
透
明
人
間
に
な
っ
て
犯
し
た
春
臣
が
想
像
の
も
の
と
は
、
誰
に
も
証
明
で
き
な
い
。
実
緒
の
中
に
は
同
じ
よ
う
な
感
覚
で
収
ま
っ

て
い
る
。
も
う
本
人
に
す
ら
、
分
別
不
可
能
な
の
だ
。 

（
90
頁
）

と
見
え
る
よ
う
に
、
実
緒
は
妄
想
世
界
と
現
実
世
界
を
往
還
し
両
者
を
一
体
化
さ
せ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

実
緒
が
透
明
人
間
に
な
る
の
も
、
実
は
、
妄
想
世
界
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
私
は
と
っ
く
に
、
ず
っ
と
、
ず
う
っ
と
前
か
ら

透
明
人
間
だ
っ
た
ん
だ
」（
35
頁
）「
私
に
服
な
ん
て
い
ら
な
い
」（
同
上
）「
自
分
は
透
明
人
間
だ
。
ど
う
せ
誰
も
自
分
を
見
な
い
、
誰
か
ら

も
見
え
や
し
な
い
」（
36
頁
）
と
考
え
、
自
室
で
は
夏
、
全
裸
で
過
ご
す
。「
裸
で
生
活
し
て
い
れ
ば
、
当
然
面
倒
な
こ
と
も
あ
る
。
…
…
し

か
し
、
こ
れ
こ
そ
が
本
来
あ
る
べ
き
姿
な
の
だ
。
透
明
人
間
が
服
を
着
て
ど
う
す
る
の
か
」（
37
頁
）「
自
分
は
透
明
人
間
で
、
全
裸
が
本
来

あ
る
べ
き
姿
だ
と
思
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
れ
を
月
経
く
ら
い
で
簡
単
に
撤
回
し
て
い
い
も
の
か
」（
71
頁
）
と
も
見
え
る
。
現
実
世
界
に

お
い
て
も
透
明
人
間
と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
末
尾
部
に
お
い
て
実
緒
は
、「
自
分
は
透
明
人
間
だ
と
思
い
込
む
人
の
話
」
を

書
き
た
い
と
編
集
者
に
告
げ
る
が
（
183
頁
）、「
自
分
は
透
明
人
間
だ
と
思
い
込
む
人
」
と
は
実
緒
自
身
に
違
い
な
く
、
そ
う
い
う
人
の
話
を

書
い
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
本
作
『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
そ
も
そ
も
実
緒
は
な
ぜ
、
そ
ん
な
に
透
明
人
間
に
な
る
の
か
、
自
分
を
透
明
人
間
だ
と
思
い
込
む
の
か
。「
身
の
ほ
ど
を
わ
き
ま

え
ろ
よ
」（
先
引
ｎ
破
線
部
）
と
い
う
同
級
生
の
声
は
、
実
緒
が
「
小
学
生
の
こ
ろ
、
ク
ラ
ス
で
一
番
華
や
か
な
女
子
と
同
じ
ペ
ン
ケ
ー
ス

を
買
っ
」
て
机
上
に
出
し
た
際
に
「
隣
の
席
の
男
子
」
が
呟
い
た
言
葉
な
の
だ
が
（
13
頁
）、
そ
の
頃
の
実
緒
は
も
う
、「
お
ど
お
ど
し
て
い

た
挙
動
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不ふ

え

て
得
手
だ
と
自
覚
し
て
か
ら
さ
ら
に
不
審
気
味
に
な
り
、
分
か
り
や
す
く
い
じ
め
ら
れ
る
と
い
う
よ
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り
は
、
触
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
続
け
た
学
校
生
活
」
を
送
っ
て
い
た
よ
う
だ
（
19
頁
）。
さ
ら
に
、

　
ｐ 
か
な
り
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
実
緒
は
恋
愛
や
結
婚
に
対
し
て
見
切
り
を
つ
け
て
い
た
。
そ
う
い
う
も
の
は
、
休
み
時
間
は
校
庭
で
遊
び
、

体
育
祭
や
文
化
祭
を
心
待
ち
に
で
き
る
子
に
の
み
訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
た
だ
教
師
の
話
を
聴
く
だ
け
の
、
退
屈
な
授
業
の
あ
い
だ
が

一
番
平
穏
で
い
ら
れ
る
人
間
に
は
関
係
な
い
。
だ
い
た
い
、
友
だ
ち
と
い
う
唯
一
無
二
で
な
く
と
も
い
い
関
係
す
ら
結
べ
な
い
の
に
、

一
対
一
の
人
間
関
係
な
ど
絶
望
的
だ
と
思
っ
て
い
た
。 

 （
40
頁
）

　
ｑ 

書
く
こ
と
を
仕
事
に
す
る
よ
り
、
友
だ
ち
と
学
校
生
活
を
送
っ
て
み
た
か
っ
た
で
す
。
…
…
少
し
大
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
花
見
と
か

海
と
か
ス
キ
ー
に
一
緒
に
行
く
ん
で
す
。
友
だ
ち
の
取
り
立
て
の
免
許
で
。
あ
、
温
泉
も
い
い
な
。
…
…
そ
う
い
う
こ
と
で
い
っ
ぱ
い

の
人
生
を
、
本
当
は
送
り
た
か
っ
た
よ
う
に
思
う
ん
で
す
。
で
も
無
理
だ
っ
た
か
ら
。
叶
わ
な
か
っ
た
か
ら
。
誰
と
も
話
さ
な
い
と
、

一
日
っ
て
す
ご
く
す
ご
く
長
い
ん
で
す
。
昼
休
み
も
放
課
後
も
、
本
当
に
果
て
し
な
い
ん
で
す
。

                             

（
い
づ
み
と
の
会
話
の
中
で
の
実
緒
の
発
言　

62
～
63
頁
）

と
い
っ
た
記
述
が
随
所
に
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
実
緒
は
、
幼
少
期
よ
り
ず
っ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
極
端
に
低
く
、
孤
独
を

極
め
て
い
た
。
そ
う
い
う
自
分
を
、「
ど
う
せ
誰
も
自
分
を
見
な
い
、
誰
か
ら
も
見
え
や
し
な
い
」「
透
明
人
間
」（
36
頁
）
だ
と
思
い
込
ん

で
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
状
況
か
ら
長
ら
く
脱
却
で
き
ず
苦
悩
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
比
喩
的
な
不
可
逆
性
透
明
人
間
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
充
分
に
自
覚
し
つ
つ
、
実
緒
は
、
妄
想
の
世
界
で
も
透
明
人
間
と
な
り
、
現
実
世
界
に
お
い
て
は
実
際
の
透
明
人
間
と
し
て
振
る
舞
っ
た

り
も
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
恐
ら
く
は
ウ
ェ
ル
ズ
『
透
明
人
間
』
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
以
降
、
不
可
逆
性
透
明
人
間
が
、
Ｓ
Ｆ
に
止
ま
ら
ず
諸

作
品
へ
と
拡
散
し
て
い
き
、
ご
く
最
近
の
『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
に
ま
で
入
り
込
む
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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六　

孤
立
す
る
不
可
逆
性
透
明
人
間

　

逆
に
、
ウ
ェ
ル
ズ
『
透
明
人
間
』
よ
り
遡
っ
て
不
可
逆
性
透
明
人
間
を
探
索
す
る
に
、
と
言
っ
て
も
充
分
に
探
索
し
得
て
い
る
わ
け
で
は

全
然
な
い
け
れ
ど
も
、
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
と
同
様
の
不
可
逆
性
透
明
人
間
が
登
場
し
、
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
と
の
関
係
が
注
意
さ
れ
て
も
い
る

一
八
八
一
年
ア
メ
リ
カ
の
Ｅ
・
Ｐ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
『
水
晶
人
間
』（T

he Crystal M
an

）
を
除
い
て
、
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
い
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
作
品
か
ら
七
百
年
以
上
前
の
『
今
昔
物
語
集
』
に
至
っ
て
よ
う
や
く
、
先
述
通
り
、
そ
の
悲
哀
を
効
果
的
に
演
出
さ
れ
た
よ
う
な
不

可
逆
性
透
明
人
間
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
遡
っ
て
求
め
て
み
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
管
見
に
入
ら
な

い
。

　

散
逸
物
語
『
隠
れ
蓑
』
の
左
大
将
な
ど
、
隠
れ
蓑
や
隠
れ
笠
の
よ
う
な
着
脱
可
能
な
道
具
を
着
用
し
て
透
明
人
間
に
な
る
場
合
は
、
ハ
デ

ス
の
兜
や
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
の
透
明
マ
ン
ト
あ
る
い
は
ド
ラ
え
も
ん
の
か
く
れ
ん
棒
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
先
に
も
述
べ
た
が
、
そ
の

道
具
を
外
せ
ば
元
に
戻
る
の
だ
か
ら
、
不
可
逆
性
透
明
人
間
で
は
あ
り
得
ま
い
。
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
う
ち
で
は
、『
因
縁
抄
』
や
『
好

色
赤
烏
帽
子
』『
浮
世
栄
花
一
代
男
』
の
事
例
が
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、龍
樹
説
話
の
場
合
も
、「
寄
生
ヲ
五
寸
ニ
切
テ
陰
干
ニ
百
日
干
テ
」「
其

ノ
木
ヲ
髻
ニ
持
シ
ツ
レ
バ
」「
人
見
ル
事
無
シ
」（『
今
昔
物
語
集
』
巻
四
第
24
話
）
と
い
う
こ
と
な
の
だ
か
ら
、「
其
ノ
木
」
を
外
せ
ば
元
に

戻
る
の
だ
ろ
う
。
実
際
、
諸
書
記
載
の
龍
樹
説
話
に
お
い
て
不
可
逆
性
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。『
風
流
志
道
軒
伝
』（
日
本
古
典
文
学

大
系
）
巻
四
で
も
、
仙
術
を
込
め
た
「
羽
扇
を
背
に
負
へ
ば
、
忽
に
影
ぼ
う
し
も
な
く
、
水
鏡
も
見
え
」
な
く
な
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
逆

に
そ
の
羽
扇
を
背
か
ら
外
せ
ば
元
の
姿
に
戻
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
他
、
狂
言
『
居
杭
』
で
は
、
清
水
観
音
か
ら
授
か
っ
た
隠
れ
頭
巾
を
着
脱

し
て
は
、
姿
を
消
し
た
り
現
し
た
り
し
て
い
る
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
四
第
16
話
の
場
合
、
陰
陽
師
の
賀
茂
忠
行
が
「
鬼
ノ
来
ル
ヲ
見
テ
、
術
法
ヲ
以
テ
忽
ニ
我
ガ
身
ヲ
モ
恐
レ
無
ク
、
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共
ノ
者
共
ヲ
モ
隠
シ
、
平
カ
ニ
過
ニ
ケ
ル
」
と
、
何
ら
か
の
「
術
法
」
に
よ
っ
て
透
明
人
間
化
し
て
い
る
が
、
や
は
り
不
可
逆
性
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
な
い
。『
江
談
抄
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
巻
三
な
ど
に
見
え
る
、「
隠
身
の
封
を
作
し
」
た
吉
備
真
備
の
場
合
や
、

先
引
『
愚
管
抄
』
に
見
え
る
、「
隠
形
ノ
法
ナ
ド
成
就
シ
タ
ル
」
貞
信
公
の
場
合
、『
沙
石
集
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）
巻
九
に
見
え
る
、

「
隠
形
の
印
」
の
結
び
方
を
天
狗
か
ら
教
わ
っ
た
真
言
師
の
場
合
、『
三
国
伝
記
』（
三
弥
井
書
店
刊
「
中
世
の
文
学
」）
巻
六
第
6
話
に
見
え

る
、「
摩
利
支
天
ノ
秘
法
ヲ
伝
ヘ
陰
形
ノ
術
ヲ
修
シ
」
た
佐
々
木
頼
綱
の
場
合
、
な
ど
も
同
じ
で
あ
る
。

　
『
雨
月
物
語
』
巻
五
「
青
頭
巾
」
の
快
庵
禅
師
は
夜
中
に
見
え
な
く
な
る
が
、
朝
日
と
と
も
に
姿
を
現
す
。
か
ぐ
や
姫
も
ま
た
、「
き
と
影

に
な
り
ぬ
。
…
…
も
と
の
か
た
ち
に
成
ぬ
」（『
竹
取
物
語
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
、
影
の
よ
う
に
な
る
が
、
す
ぐ
に
元
に
戻
っ
て
い

て
、
不
可
逆
性
透
明
人
間
と
い
う
わ
け
で
は
全
然
な
い
。
も
っ
と
も
、「
月
の
都
の
人
」
で
あ
る
か
ぐ
や
姫
の
場
合
は
、
小
論
が
基
本
的
に

想
定
し
て
い
る
「
透
明
人
間
3

3

」（
通
常
の
人
間

3

3

3

3

3

が
、
何
ら
か
の
原
因
あ
る
い
は
方
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
姿
を
透
明
化
さ
せ
た
も
の
）
の
範
疇

か
ら
そ
も
そ
も
外
れ
る
存
在
で
も
あ
ろ
う
。
先
に
触
れ
た
『
有
明
け
の
別
れ
』
の
女
右
大
将
も
、
不
可
逆
性
透
明
人
間
で
は
全
く
な
い
し
、

も
と
は
天
女
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
か
ぐ
や
姫
の
場
合
と
同
様
に
本
来
「
透
明
人
間
」
と
い
う
枠
か
ら
外
れ
る
面
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
陽
勝

仙
人
が
、「
其
形
不
レ
見
、
只
有
二
其
声
一
」（『
陽
勝
仙
人
伝
』、『
か
が
み
』
2
）
と
い
う
状
態
で
、
ま
た
、「
如
レ
影
之
者
」（『
古
事
談
』
巻

二
第
78
話
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
に
な
っ
て
、
人
間
界
に
や
っ
て
来
た
と
い
う
の
は
、
少
な
く
と
も
人
間
界
に
お
い
て
は
そ
の
状
態
の

ま
ま
で
姿
を
現
す
こ
と
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、
か
ぐ
や
姫
な
ど
と
は
違
い
も
と
は
通
常
の
人
間

で
あ
っ
た
の
が
、
最
早
そ
う
で
は
な
い
神
仙
界
の
存
在
に
な
っ
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
右
の
如
き
状
態
と
化
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
小
稿

の
言
う
「
不
可
逆
性
透
明
人
間
」
と
は
性
格
が
異
な
ろ
う
。
無
論
、
陽
勝
仙
人
は
全
く
悲
哀
も
感
じ
て
お
ら
ず
、
苦
悩
し
て
も
い
な
い
。
龍

樹
説
話
を
載
せ
る
『
法
苑
珠
林
』
巻
五
十
三
の
先
引
記
事
が
、
姿
が
見
え
な
い
存
在
を
、
人
間
が
方
術
に
よ
っ
て
透
明
化
し
た
も
の
と
、
鬼

魅
と
に
分
類
し
て
い
た
が
、
得
仙
し
た
陽
勝
仙
人
は
、
後
者
に
近
い
存
在
、
あ
る
い
は
散
逸
物
語
『
隠
れ
蓑
』
の
左
大
将
が
神
の
お
告
げ
を
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装
っ
て
言
葉
を
掛
け
た
、
そ
の
神
に
近
い
存
在
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
河
原
院
大
臣
の
近
習
の
侍
が
得
仙
し
た
あ
と

に
「
如
レ
景
」
く
な
っ
て
出
現
し
た
り
（『
本
朝
神
仙
伝
』
日
本
思
想
大
系
）、「
仙
人
」
が
「
其
ノ
体
ヲ
見
得
ル
事
無
シ
。
只
景
ノ
如
ク
シ

テ
飛
ビ
去
」
っ
た
り
（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
二
第
38
話
）、仙
人
に
な
っ
た
（『
蓮
心
院
殿
古
今
集
註
』
二
七
三
番
歌
注
）
と
か
「
仙
人
ノ
化
」

（『
弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
』中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
）だ
と
か
伝
わ
る
素
性
法
師
が「
か
げ
の
や
う
な
る
も
の
」に
な
っ
て
現
れ
た
り（『
和

歌
童
蒙
抄
』
第
二
、
日
本
歌
学
大
系
）
し
た
、
そ
れ
ら
も
同
様
だ
ろ
う
。

　

海
外
の
事
例
に
至
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
全
く
探
索
の
手
が
及
ん
で
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
や
は
り
、
現
時
点
で
は
不
可
逆
性

透
明
人
間
は
見
出
せ
て
い
な
い
。
先
に
挙
げ
た
事
例
の
う
ち
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
五
百
九
十
二
の
男
や
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』
の
ギ
ュ

ゲ
ス
は
、
元
に
戻
る
方
法
を
、
姿
を
隠
す
方
法
と
同
時
に
得
て
い
る
し
、『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』
三
九
一
の
男
や
『
千
一
夜
物
語
』
第
八
四
三
夜

の
男
も
特
に
不
可
逆
性
の
透
明
人
間
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
中
国
の
『
神
仙
伝
』（
増
訂
漢
魏
叢
書
）
巻
三
で
は
、「
行
二
遁
甲
一、
能
二
歩

訣
隠
形
一
」
く
し
た
李
仲
甫
が
、「
但
聞
二
其
声
一、
…
…
但
不
レ
可
レ
見
」
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
と
伝
え
る
し
、『
捜
神
記
』
巻
一
は
介
琰
が

玄
一
無
為
の
道
を
学
ん
で
変
化
・
隠
形
の
術
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
話
、『
新
唐
書
』
巻
二
百
四
列
伝
百
二
十
九
方
技
・
張
果
伝
は
羅
公

遠
が
隠
身
術
に
通
じ
て
い
て
玄
宗
皇
帝
か
ら
教
授
す
る
よ
う
請
わ
れ
た
が
十
分
に
は
教
え
な
か
っ
た
話
を
載
せ
る
が
、
い
ず
れ
も
や
は
り
不

可
逆
性
透
明
人
間
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。『
抱
朴
子
』（
王
明
『
抱
朴
子
内
篇
校
釈
』）
や
『
神
仙
伝
』
に
散
見
す
る
、「
瞬
時
に
姿
を
消
し

ま
た
姿
を
現
わ
す
法
」（
東
洋
文
庫
512
『
抱
朴
子
内
篇
』
310
頁
）
で
あ
る
「
坐
在
立
亡
」
や
、『
抱
朴
子
』
巻
十
五
雑
応
に
「
服
ニ
大
隠
符
一
十
日
、

欲
レ
隠
則
左
転
、
欲
レ
見
則
右
回
也
」
と
見
え
る
の
も
、
明
ら
か
に
不
可
逆
性
透
明
人
間
で
は
な
い
。「
隠
れ
蓑
（
マ
ン
ト
）・
隠
れ
笠
（
帽
子
）

は
、
人
気
の
あ
る
昔
話
の
趣
向
に
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
ド
か
ら
西
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
北
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
」

（『
日
本
大
百
科
全
書
』「
隠
れ
蓑
笠
」
小
島
瓔
礼
執
筆
）
と
さ
れ
る
が
、そ
れ
ら
事
例
で
も
容
易
に
元
に
戻
れ
る
に
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
の
他
、

石
崎
又
造
「
支
那
笑
話
と
狂
言
記
・
咄
本
三
種
」（『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
十
三
年
四
月
号
）
や
松
山
俊
太
郎
「
古
代
イ
ン
ド
人
の
よ
そ
お
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い
（
二
十
三
）
～
（
二
十
七
）」（『
化
粧
文
化
』
25
～
29
、
平
3
～
5
）、『
日
本
昔
話
通
観
』
研
究
篇
1
・
2
（
同
朋
舎
、
平
5
・
10
）
に

収
集
さ
れ
た
、
右
に
挙
げ
た
以
外
の
海
外
の
諸
例
で
も
、
不
可
逆
性
透
明
人
間
と
言
え
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
。

　

こ
こ
に
す
べ
て
を
挙
げ
る
こ
と
は
無
論
で
き
な
い
け
れ
ど
も）

8
（

、
以
上
の
よ
う
に
、
ウ
ェ
ル
ズ
あ
る
い
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
よ
り
前
の
透
明
人
間

の
事
例
の
中
に
は
不
可
逆
性
透
明
人
間
の
存
在
を
確
認
し
難
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
海
外
の
事
例
ま
で
含
め
余
す
と
こ
ろ
な
く
探
索
し
尽

く
す
と
い
う
の
は
稿
者
の
能
力
を
遙
か
に
超
え
て
い
て
、
甚
だ
心
許
な
い
限
り
で
あ
る
の
だ
が
、
空
間
的
時
間
的
に
遍
在
す
る
愛
欲
系
透
明

人
間
と
は
対
照
的
に
、
不
可
逆
性
透
明
人
間
は
、
ウ
ェ
ル
ズ
や
ミ
ッ
チ
ェ
ル
以
降
の
近
現
代
に
偏
在
す
る
傾
向
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
は
認

め
て
い
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
小
稿
に
て
取
り
上
げ
た
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
の
男
は
、
不
可
逆
性
透
明
人
間

と
し
て
極
端
に
孤
立
し
た
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

─
透
明
人
間
文
化
史
年
表
へ

　
『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
の
実
緒
は
、
比
喩
上
の
不
可
逆
性
透
明
人
間
と
化
し
て
い
て
、
非
常
な
孤
独
感
の
中
で
生
き

つ
つ
、
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
自
ら
を
透
明
人
間
だ
と
思
い
込
む
。
そ
し
て
、
現
実
世
界
で
実
際
に
透
明
人
間
と
し
て
振
る
舞
っ
た
り
、
実

体
を
伴
わ
な
い
妄
想
世
界
に
お
い
て
も
男
女
が
逆
転
し
た
愛
欲
系
透
明
人
間
と
な
っ
た
り
し
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
掌
編
小
説
を
書
い
て
は
、

春
臣
の
部
屋
の
郵
便
受
け
に
こ
っ
そ
り
と
投
入
す
る
実
緒
は
、
春
臣
に
と
っ
て
無
気
味
な
透
明
人
間
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、｢

目
に
見
え
な

い
本
が
あ
る
。
書
棚
に
あ
る
そ
の
本
を
、
誰
も
手
に
取
ら
な
い
。
視
線
も
向
け
な
い
」（
3
頁
）
と
い
う
書
き
出
し
は
、
実
緒
の
分
身
と
言

う
べ
き
デ
ビ
ュ
ー
作
が
不
可
逆
性
の
透
明
状
態
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
提
示
し
つ
つ
、
実
緒
の
不
可
逆
性
透
明
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
を
暗

示
し
て
も
い
よ
う
。
透
明
人
間
と
い
う
素
材
を
、
様
々
に
趣
向
を
凝
ら
し
つ
つ
重
層
的
か
つ
多
角
的
に
盛
り
込
ん
だ
こ
の
作
品
は
、
透
明
人

間
文
学
と
し
て
も
新
鮮
で
興
味
深
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
。
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さ
て
、
そ
の
『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
に
お
い
て
も
基
点
と
な
っ
て
い
る
と
言
う
べ
き
、
不
可
逆
性
透
明
人
間
と
い
う

も
の
が
、
ず
っ
と
早
く
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
に
、
そ
の
悲
哀
を
効
果
的
に
演
出
さ
れ
な
が
ら
登
場
し
て
い
た
。
前
節
に
は
、
前

後
の
時
代
に
事
例
を
見
出
し
難
く
、
そ
れ
が
極
端
に
孤
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
お
い
た
。
実
際
に
そ
の
通
り
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
同
話
の
不
可
逆
性
透
明
人
間
は
、
近
現
代
の
も
の
と
性
格
を
異
に
す
る
面
を
種
々
含
ん
で
い
て
、
ウ
ェ
ル
ズ
『
透
明
人
間
』
の
よ
う

に
後
代
に
お
け
る
不
可
逆
性
透
明
人
間
の
拡
散
に
影
響
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
全
く
な
い
、
突
然
変
異
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
透

明
人
間
の
文
化
史
上
、
時
代
を
大
き
く
先
取
り
し
た
か
の
如
き
事
例
と
し
て
大
い
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

前
節
に
述
べ
た
こ
と
は
、
飽
く
ま
で
現
時
点
で
の
不
充
分
な
探
索
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
今
後
す
ぐ
に
で
も
、『
今
昔
物
語
集
』
巻

十
六
第
32
話
以
外
に
不
可
逆
性
透
明
人
間
の
早
い
事
例
が
次
々
と
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
、

少
な
く
と
も
『
今
昔
物
語
集
』
以
前
に
は
出
現
し
て
い
な
い
こ
と
が
ほ
ぼ
確
認
で
き
た
と
し
た
ら
、
そ
し
て
、
古
典
的
な
透
明
人
間
と
近
現

代
的
な
透
明
人
間
、
日
本
や
そ
の
周
辺
の
透
明
人
間
と
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
を
軸
と
す
る
欧
米
の
透
明
人
間
、
そ
れ
ら
が
従
来
は
バ
ラ
バ
ラ
に
把

握
さ
れ
て
き
た
感
が
強
い
が
、
何
時
か
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
、「
人
類
何
千
年
の
夢
」
の
軌
跡
を
辿
っ
た
透
明
人
間
文
化
史
年
表
と
い
っ
た

も
の
を
作
成
し
得
る
時
が
来
た
な
ら
ば
、
そ
の
中
に
、
左
の
一
項
が
立
て
ら
れ
な
い
も
の
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
実
緒
の
得
意
と
す
る
妄
想

の
類
か
も
し
れ
な
い
が
…
…
。

　
　

十
二
世
紀
前
半　

不
可
逆
性
透
明
人
間
あ
ら
わ
る
！　
（『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話　

日
本
）

注（
1
）　

こ
の
乱
歩
「
透
明
の
恐
怖
」
の
ほ
か
、
後
に
取
り
上
げ
る
槙
尾
栄
『
透
明
の
人
間
』、
香
山
滋
『
白
蛾
』、
草
野
唯
雄
『
透
明
願
望
』
は
、
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鮎
川
哲
也
編
『
透
明
人
間
大
パ
ー
テ
ィ
』〈
講
談
社
文
庫
、
昭
60
）
に
収
載
さ
れ
て
も
い
る
。

（
2
）　

小
稿
の
扱
う
問
題
は
、
拙
稿
「
透
明
仙
人
の
足
跡

─
狐
の
隠
れ
蓑
を
端
緒
に

─
」（『
朱
』
59
、
平
28
）
に
お
い
て
も
、
そ
の
一
部
と

し
て
取
り
上
げ
た
。
小
稿
は
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）　
『
有
明
け
の
別
れ
』
の
事
例
に
つ
い
て
、
馬
場
淳
子
「『
有
明
け
の
別
れ
』
は
『
今
隠
れ
蓑
』
か
─
『
隠
れ
蓑
』『
狭
衣
物
語
』
か
ら
の
〈
隠

れ
蓑
〉
モ
チ
ー
フ
の
変
容
─
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
85
、
平
13
）
も
、「
名
高
い
女
性
や
他
人
の
恋
の
駆
け
引
き
を
見
て
み
た
い
と
い

う
願
望
は
本
来
、
男
の
側
か
ら
発
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
」「
女
の
身
で
そ
れ
を
行
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
4
）　

馬
場
淳
子
「
鬼
と
隠
れ
蓑
」（『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
3
、
平
15
）
な
ど
参
照
。
た
だ
し
、
隠
れ
蓑
や
隠
れ
笠
の
所
有
者
は

後
世
、
鬼
に
限
ら
ず
拡
大
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
天
狗
の
隠
れ
蓑
は
昔
話
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
し
、
室
町
物
語
『
大
黒
舞
』
で
は
、

大
黒
天
が
そ
れ
ら
を
授
け
て
い
る
。
ま
た
、
狐
の
持
つ
隠
れ
蓑
を
着
る
昔
話
が
熊
本
県
人
吉
市
で
採
取
さ
れ
て
お
り
（『
日
本
昔
話
通
観
』

第
24
巻
）、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
刊
『
百
物
語
』
所
載
の
狐
と
山
寺
の
法
師
の
話
は
、
既
に
そ
の
時
点
で
、
隠
れ
蓑
の
所
有
者
に
狐
が

加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
面
が
あ
ろ
う
。

（
5
）　

例
え
ば
大
浦
康
介
「
透
明
人
間
の
夢

─
Ｓ
Ｆ
と
〈
本
当
ら
し
さ
〉」（
大
浦
編
『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
論
へ
の
誘
い

─
文
学
・
歴
史
・
遊
び
・

人
間
』
世
界
思
想
社
、
平
25
）
は
、「
透
明
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
は
、
食
事
や
移
動
の
さ
い
の
不
自
由
や
危
険
に
も
増
し
て
、
心
に
重

く
の
し
か
か
る
問
題
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
疎
外

3

3

と
孤
独
3

3

と
い
う
問
題
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

（
6
）　

以
上
の
件
に
つ
い
て
、
注
3
・
4
の
馬
場
論
文
な
ど
参
照
。

（
7
）　

清
水
学
『
思
想
と
し
て
の
孤
独 

〈
視
線
〉
の
パ
ラ
ド
ク
ス
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
平
11
）
58
頁
。

（
8
）　

こ
こ
に
挙
げ
た
う
ち
特
に
神
仙
関
係
の
事
例
や
中
国
関
係
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
注
2
拙
稿
参
照
。
そ
の
他
の
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
も

多
く
の
諸
論
を
参
照
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
一
つ
一
つ
列
挙
す
る
こ
と
は
し
な
い
。 

 

（
本
学
教
授
）


